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1
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1
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雑
誌
文
献
巳
見
る

「
生
活
科
」

一
生
活
科
は
い
つ
、

論
じ
ら
れ
た
か

ど
こ
で
、

ど
ん
な
人
に
よ
り

ー
い
つ
ご
ろ
、
ど
ん
な
雑
誌
で

表
ー
ー
は
今
回
収
拾
し
た
六
四
九
の
論
考
の
数
を
掲
載
雑
誌
と
そ

の
発
行
年
月
ご
と
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

仮
称
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
「
生
活
科
」
と
い
う
名
称
が
初
め
て

公
式
に
使
用
さ
れ
た
の
は
八
六
年
(
以
後
特
に
明
示
し
な
い
場
合
は

年
号
は
西
暦
を
示
す
)
七
月
の
「
小
学
校
低
学
年
の
教
育
に
関
す
る

調
査
研
究
協
力
者
会
議
、
審
議
の
ま
と
め
」
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
こ

の
月
以
前
に
発
表
さ
れ
た
も
の
と
し
て
上
が
っ
て
い
る
文
献
を
表
i

l
に
見
る
と
全
部
で
四
点
。
本
誌
の
「
資
料
五
生
活
科
に
関
す
る

論
文
」ー

か
り
;:. 

の
題
名
告と
確
認
す
る
と
次
の
ょ
っ
iこ 111111川H川1111111111111111111111111111111川111111111111川11111111111111
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論
の
ト
レ
ン
ド
分
析

馬

居

政

幸

(
M
W

岡
大
学
)

文
献
目
録

な
る
。

八
五
年
一
月
「
理
科
の
教
育
」

中
町
清
治
「
小
学
校
低
学
年
/
合
担
制
導
の
試
み
」

三
月
「
考
え
る
子
ど
も
』

木
山
徹
哉
「
低
学
年
社
会
科
の
歴
史
ー
そ
の
存
廃
論
を
巡
っ
て
」

清
水
毅
四
郎
「
低
学
年
『
合
科
・
総
合
」
の
問
題
」

八
六
年
十
月
「
社
会
科
教
育
』

古
川
清
行
「
低
学
年
社
会
科
ー
そ
の
改
廃
を
巡
っ
て
」

い
ず
れ
も
生
活
科
で
は
な
く
低
学
年
教
育
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

逆
に
「
文
献
目
録
」
か
ら
「
生
活
科
」
の
名
が
初
め
て
登
場
す
る

文
献
そ
み
る
と
八
六
年
十
月
号
の
『
理
科
教
室
』
『
生
活
教
育
』
『
小

学
校
時
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
次
の
三
点
で
あ
る
。

林
淳
一
「
教
線
審
の
動
き
と
『
生
活
科
」
」
『
理
科
教
室
』

高
岡
浩
二
三
生
活
科
』
新
設
の
意
義
と
課
題
」
「
小
学
校
時
報
」

吉
沢
常
雄
「
教
育
時
評
・
・
『
生
活
』
を
ゆ
が
め
る
『
生
活
科
』
の

導
入
」
「
生
活
教
育
』

以
上
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
今
回
の
調
査
で
は
「
生
活
科
」

と
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
の
論
議
は
八
六
年
十
月
年
以
降
に
限
ら
れ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
文
部
省
専
門
員

の
高
岡
と
生
活
科
に
反
対
す
る
吉
沢
と
理
科
教
育
の
林
の
論
考
が
同

月
に
で
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
『
生
活
教
育
」
は
社
会
科
を
中
心
と

す
る
民
間
教
育
運
動
の
一
つ
で
あ
る
生
活
教
育
連
盟
の
機
関
誌
で
あ

る
こ
と
。
さ
ら
に
、
表

1
1の
「
社
会
科
教
育
-
十
月
の
側
の
2

は
、
上
回
燕
と
遠
藤
慈
郎
に
よ
る
「
低
社
か
ら
総
合
学
習
へ
・
実
践
は

ど
う
な
る
か
」
で
あ
る
。
内
容
は
生
活
科
に
関
す
る
こ
と
だ
が
、
表

題
に
生
活
科
の
文
字
は
な
く
、
あ
く
ま
で
低
学
年
社
会
科
の
問
題
。

こ
れ
ら
は
、
こ
の
教
科
に
対
す
る
そ
の
後
の
評
価
を
暗
示
し
て
い

る
よ
う
で
興
味
深
い
。

な
お
、
「
低
学
年
社
会
科
」
や
「
合
科
」
に
関
す
る
論
議
は
今
回

の
調
査
対
象
で
は
な
か
っ
た
た
め
詳
細
に
調
査
し
て
い
な
い
。
従
っ

て
、
表

1
1の
空
欄
は
「
生
活
科
」
の
論
考
が
な
い
こ
と
の
み
を
意

味
し
、
八
五

i
八
六
年
に
か
け
て
「
低
学
年
社
会
科
」
や
「
合
科
」

に
関
す
る
論
考
が
四
点
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
こ
と
を

断
っ
て
い
心
き
た
い
。

で
は
次
に
表
|

1
に
基
づ
い
て
、

向
を
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

生
活
科
を
特
集
し
て
十
点
以
上
の
論
考
を
掲
載
し
た
雑
誌
は
次
の

七
誌
で
あ
る
。

「
社
会
科
教
育
」
八
七
年
一
月
、
七
月
、
八
八
年
九
月
、

「
理
科
教
育
」
八
七
年
一
月
、
八
月
、
八
八
年
九
月
、

「

初

等

理

科

教

育

」

八

八

年

七

月

、

「
学
校
運
営
研
究
』
八
七
年
七
月
、
八
八
年
八
月
、

「
学
習
指
導
研
究
」
八
七
年
七
月
、

「

小

学

校

教

育

」

八

八

年

四

月

、

『

教

職

研

修

」

八

七

年

九

月

、

教
科
と
し
て
生
活
科
の
影
響
を
最
も
う
け
る
社
会
科
一
誌
と
理
科

ニ
誌
。
教
育
課
程
改
訂
全
般
に
強
い
関
心
を
よ
せ
る
は
ず
の
管
理
職

を
対
象
と
し
て
編
集
さ
れ
る
雑
誌
(
『
学
校
運
営
研
究
」
「
教
職
研

修
」
)
が
二
。
さ
ら
に
、
文
部
省
小
学
校
課
の
協
力
を
編
集
方
針
に

小
学
校
教
師
を
対
象
に
出
版
さ
れ
て
い
る
「
小
学
校
教
育
』
と
そ
の

前
身
で
あ
る
「
学
習
指
導
研
究
」
。

そ
れ
ぞ
れ
生
活
科
が
教
育
界
の
ど
の
部
分
の
関
心
事
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
か
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
特
集
の
時
期
が
「
審
議
の
ま
と
め
」
が
出
て
半
年
後
の
八

七
年
一
月
。
そ
の
半
年
後
の
七

1
九
月
。
さ
ら
に
そ
の
一
年
後
の
八

八
六
年
十
月
以
後
の
全
体
の
傾
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八
年
八

i
九
月
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
こ
の
特
集
の

組
ま
れ
方
は
生
活
科
を
巡
る
論
議
の
ト
レ
ン
ド
を
知
る
上
で
一
つ
の

切
り
口
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
意
味
で
、
こ
の
七
誌
を
相
互
に
時
系
列
的
に
分
析
す
る
こ
と

に
よ
り
、
生
活
科
論
の
ト
レ
ン
ド
の
概
要
は
把
握
で
き
る
と
考
え

る。
と
こ
ろ
で
、
上
記
の
観
点
を
補
足
す
る
た
め
に
、
生
活
科
を
半
年

以
上
連
続
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
雑
誌
を
列
記
す
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。『

初
等
理
科
教
育
」
八
八
年
四
月

1
八
九
年
三
月

『
理
科
の
教
育
』
八
八
年
四
月

1
八
九
年
三
月

「
学
習
指
導
研
究
」
八
七
年
二
月

1
八
八
年
三
月
(
廃
刊
)

『
小
学
校
教
育
』
八
八
年
四
月

1
八
九
年
三
月

「
学
校
教
育
』
八
七
年
四
月

1
八
九
年
三
月

『
月
刊
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
八
八
年
七
月

1
一二月

理
科
が
ニ
誌
。
『
学
習
指
導
研
究
』
と
『
小
学
校
教
育
」
の
特
性

は
先
に
の
ぺ
た
『
月
間
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
は
「
教
職
研
修
』
と
類

似
し
た
目
的
の
雑
誌
。

そ
れ
に
対
し
『
小
学
校
教
育
』
は
広
島
大
学
附
属
小
学
校
の
学
校

教
育
研
究
会
の
編
集
。
広
島
大
学
の
生
活
科
へ
の
関
心
の
高
さ
を
示

す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
連
載
期
間
を
み
る
と
、

「
初
等
理
科
教
育
』

「
理
科
の
教

育
』
「
小
学
校
教
育
」
と
い
ず
れ
も
現
場
の
先
生
を
対
象
と
す
る
雑

誌
の
連
載
が
八
八
年
四
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
文
部
省
に

よ
り
指
定
さ
れ
た
全
国
の
生
活
科
推
進
校
の
実
践
が
ス
タ
ー
ト
し
た

時
期
と
重
な
る
。
一
応
こ
の
時
期
に
生
活
科
は
実
践
上
の
試
行
段
階

に
入
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
理
解
で
き
よ
う
。

し
か
し
、
こ
の
中
に
は
、
現
場
教
師
対
象
で
あ
る
は
ず
の
社
会
科

関
係
の
雑
誌
は
入
っ
て
こ
な
い
。
『
社
会
科
教
育
』
が
遅
れ
て
八
八

年
一
二
月

1
八
九
年
三
月
、
「
歴
史
地
理
教
育
』
が
早
く
て
八
七
年

二
月
4
3
五
月
に
連
続
四
箇
月
掲
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
民
間

教
育
運
動
の
立
場
か
ら
社
会
科
に
つ
い
て
論
じ
る
傾
向
が
強
い
『
季

刊
教
育
法
』
「
生
活
教
育
』
『
考
え
る
子
ど
も
」
の
い
ず
れ
も
連
続
し

た
掲
載
は
見
ら
れ
な
い
。

ど
う
も
実
践
段
階
に
お
い
て
、
社
会
科
よ
り
も
理
科
の
生
活
科
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
積
極
的
で
あ
る
よ
う
だ
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次

翠
に
て
内
容
分
析
と
関
連
付
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

次
に
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
た
も
の
以
外
の
雑
誌
の
傾
向
を
見
る

に
、
「
初
等
教
育
資
料
』
が
八
八
年
二

1
五
月
、
『
小
一
教
育
技
術
』

八
九
年
十
一

1
八
九
年
一
月
に
連
続
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
他
の

雑
誌
で
は
、
「
現
代
教
育
科
学
』
が
八
七
年
四
月
に
一
度
に
四
点
掲

載
し
て
い
る
こ
と
が
目
立
づ
以
外
は
、
ほ
ぽ
調
査
期
間
を
通
じ
て
一

1
三
回
程
度
の
掲
載
に
終
わ
っ
て
い
る
。

仮
称
と
し
て
そ
の
名
が
登
場
し
て
か
ら
新
た
な
小
学
校
学
習
指
導

242 

要
領
が
公
布
さ
れ
る
ま
で
に
約
三
年
。
そ
の
聞
に
お
け
る
雑
誌
掲
載

数
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
限
り
、
生
活
科
に
関
す
る
論
議
は
、
文
部

省
に
よ
る
施
策
へ
の
単
発
的
な
反
応
と
し
て
認
め
る
こ
と
は
で
き
る

が
、
騒
が
れ
て
い
る
ほ
ど
に
は
教
育
の
世
界
全
体
の
継
続
的
な
論
点

と
な
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

そ
こ
で
、
掲
載
数
の
多
い
雑
誌
の
特
性
か
ら
判
断
し
て
、

例
教
育
全
体
の
中
で
は
小
学
校
教
育
に
お
け
る
、

制
低
学
年
社
会
・
理
科
と
い
う
教
科
教
育
の
課
題
と
の
関
係
、

例
学
校
管
理
職
の
新
指
導
要
領
へ
の
対
処
の
一
賀
、

ω文
部
省
関
係
者
の
生
活
科
設
置
の
論
理
と
そ
れ
へ
の
賛
否
、

と
い
う
視
点
以
外
で
の
論
議
は
低
調
と
い
う
仮
説
を
提
起
し
て
お
き

た
し
。と

こ
ろ
で
、
周
知
の
よ
う
に
若
い
教
師
の
支
持
を
得
て
最
近
の
教

育
界
の
大
き
な
流
れ
を
作
っ
て
い
る
の
が
法
則
化
運
動
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
運
動
あ
る
い
は
ネ
タ
教
材
の
開
発
で
あ
る
。
本
特
集
の
母
体

と
な
っ
た
連
続
セ
ミ
ナ
ー
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
『
教
室

ツ
l
ウ
ヱ
イ
」
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
『
ネ
タ
教
材
開
発
」
「
パ

l
ト

H
』
な
ど
が
そ
れ
に
関
係
す
る
雑
誌
で
あ
る
。
だ
が
、
「
パ

1
ト

H
』
を
除
き
こ
の
表
に
入
っ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
当
初
、
調

査
対
象
と
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
手
元
に
あ
る
号
を
み
る
限
り
生

活
科
に
関
す
る
論
考
を
見
出
せ
な
か
っ
た
た
め
最
終
的
に
調
査
対
象

か
ら
は
ず
し
た
た
め
で
あ
る
。

介、，

tiJ 

， 

" 

本
調
査
が
な
さ
れ
た
時
点
で
は
、
生
活
科
は
授
業
の
場
面
で
の
教

師
の
ニ
ー
ズ
、
そ
れ
も
若
い
教
師
の
ニ
ー
ズ
の
対
象
に
入
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
編
集
者
や
運
動
の
リ
ー

ダ
ー
は
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
は
い
え
ま
い
か
。
こ
の

点
も
生
活
科
の
今
後
の
展
開
を
予
測
す
る
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
生
活
科
を
含
ん
だ
新
指
導
要
領
が
告
示
さ
れ
た
現
在

は
、
一
二
年
後
を
目
指
し
全
国
各
地
で
生
活
科
の
準
備
が
始
ま
っ
て
い

る
。
そ
の
意
味
で
、
全
国
の
教
師
に
と
っ
て
生
活
科
は
論
で
も
他
人

事
で
も
な
く
、
ま
さ
に
授
業
者
と
し
て
の
自
分
の
実
践
上
の
問
題
で

あ
る
は
ず
。
そ
し
て
、
そ
の
問
題
に
対
処
す
る
際
に
必
要
な
の
が
実

践
に
恨
ざ
し
た
理
論
と
学
習
指
導
の
方
法
例
で
あ
ろ
う
。

一
万
、
若
い
教
師
の
ニ

l
ズ
に
か
な
う
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
六

四
九
点
と
い
う
論
考
数
は
決
し
て
少
な
い
数
で
は
な
い
。
そ
こ
で
生

活
科
に
関
し
十
点
以
上
特
集
し
た
七
種
十
二
冊
の
雑
誌
掲
載
論
考
の

著
者
の
傾
向
を
み
る
こ
と
か
ら
、
全
国
の
生
活
科
進
行
度
を
も
う
少

し
具
体
的
に
探
っ
て
み
た
い
。

2 

ど
の
よ
う
な
人
に
よ
り
論
じ
ら
れ
た
か

ど
の
よ
う
な
人
が
生
活
科
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
の
か
。

表
1
2
は
特
集
十
二
冊
に
掲
載
さ
れ
た
著
者
の
職
業
別
と
男
女
別

の
数
な
ら
び
に
附
属
・
公
立
別
の
教
員
の
臓
賀
別
数
を
示
し
た
も
の
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台本表1:r資料五 生活科に関する文献目録ニ治文」に基づき作成。ただし.内容から判断して.
日次にi土記されていないが明らかに生活科に関する翰考であるものは加えた。

1987 1988 

1211 213 415 617 819 10 11112 112 3 61 7 819 21 3 

35 27 3 1 221 1 111 107 

'“ P 112 112 212 l 1 15 

3 9 1 3 615 14 4~ 314 414 416 517 98 

17 2 39 20 2月87 

211 1 6 1月1 112 241 

311 212 1 113 17 

21 1 11 1 111 111 111 112 IIJ 
2 28 23 112 56 

211 211 1118 212 1 1 1 11 1 211 40 

161 1 1 1 1 112 212 212 11 2 331 

11 1 1 1 1 11 1 1 1 1 11 1 312 11 1 1 1 1 111 211 111 11 1 28 

4 211 1 1 1 1 1 1 1 112 111 213 251 

2119 4 271 

41 4 15 

2 113 11 1 1 91 

4 l 

6 

3 

4 4 

1 3 

3 

31 

1211 31 

1 3 

9 ・a

1 

7 7 

9162 615 24 616 77145 22 10 1013 7124 14136 19 13137 30154 12113 12120 23 36 6491 

15 1 1 1 11 1 21 

14 l 15 
---~--

7 7 15 
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ir生活科jに関する酋考の錫脇誌とその発行月別の数」

* r合計J伺の下に股けた「教育研究Jr教育じほう jr教育展望Jの欄は，ニの三誌にぬ滋された
「生活科j1こ関する治考の発袋年月と内容が本備を提出する館前に明確になったためつけ加えた
ものである。そのため.r合日十Jには入れていなも言。また.本文でも考察の対象にはしていなも、

>:1 r鍍宵ジャー十ル」の198i.88年の 8.9月号は合併号。そのため月別合計は8月にいれた。

1985 1986 

~ 日ま 名 112 314 516 718 9110 11112 112 314 516 718 9110 11 

社会科教育 1 2 

歴史地 理教育

初等理科教育

理 科 教 育

理 容} 教 笠 112 

小学校理科研究

理科の 教 yf11 

学校迎営研究

学智指導研修(究) 3 

小学 校教育

，4aゆゐ・ 校 教 ff 
月刊教-rtジャーナル

教職研修

小学校時報 1 

初等教育資料

季刊教行法

生 i.!i 教 tr 
小一教育妓術

現代 教育科学

児 重Z 4し、 理

総合 教育校術

教 一汗

科協教ニュース

考える子ども 2 

教育学研究

教育方法学研究

浸 雪長 研 究

学 遊

家庭料 教育

p a r t 11 
4c』s 2十 l 2 1 515 

E証敏 育 研 究 1 

1話教育じ lまう

1詰教 育 展 m 
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で
あ
る
。

・
は
じ
め
に
著
者
の
職
業
を
見
る
と
、
教
員
が
最
も
多
く
全
体
の
六

三
%
。
次
い
で
研
究
者
二
四
%
、
指
導
主
事
等
六
%
と
続
く
。
文
部

省
の
教
科
調
査
官
と
行
政
官
は
比
率
と
し
て
非
常
に
少
な
い
。
但
し

そ
の
特
色
は
量
よ
り
も
そ
の
分
布
の
状
況
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
後

に
述
べ
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
研
究
者
と
教
員
の
比
率
に
注
目
し
て

雑
誌
の
種
類
別
に
特
徴
を
み
て
み
た
い
。

先
ず
、
『
社
会
科
教
育
』
は
三
冊
合
わ
せ
て
研
究
者
が
二
十
人
、

教
員
が
五
四
人
で
あ
る
。
ほ
ぽ
三
対
七
の
割
合
で
教
員
が
多
い
。

他
方
『
理
科
教
育
』
は
三
冊
合
わ
せ
て
研
究
者
が
一
一
人
で
教
員

は
四
八
人
。
し
た
が
っ
て
、
研
究
者
と
教
員
の
比
率
は
ニ
対
八
。

『
初
等
理
科
教
育
』
は
二
五
名
中
指
導
主
事
と
教
科
調
査
官
各
一
名

を
除
く
二
三
名
が
教
員
。

理
科
の
方
が
社
会
科
よ
り
も
教
員
が
執
筆
す
る
傾
向
が
強
い
と
い

え
そ
う
だ
。

同
様
に
『
学
校
運
営
研
究
』
は
ニ
冊
合
わ
せ
て
研
究
者
七
に
対
し

教
員
は
二
六
。
約
八
割
が
教
員
で
あ
る
『
教
職
研
修
』
は
研
究
者

六
、
教
員
一
一
で
教
員
が
約
七
割
。
や
や
前
者
の
方
が
教
員
の
比
率

が
高
い
が
、
い
ず
れ
も
研
究
者
と
教
員
の
比
率
で
は
理
科
・
社
会
と

大
差
な
い
。

し
か
し
、
教
員
の
職
責
か
ら
傾
向
を
み
る
と
大
き
く
変
わ
る
。

『
社
会
科
教
育
』
は
附
属
と
公
立
の
教
見
合
わ
せ
て
五
凹
人
の
中
で

校
長
は
三
、
教
頭
は
ニ
。
『
理
科
教
育
』
は
四
八
人
中
で
校
長
五
の

み
。
「
初
等
理
科
教
育
』
は
な
し
。

一方、

3
T枝
運
営
研
究
』
は
教
員
二
六
名
の
中
で
校
長
一
二
、

教
頭
一
一
。
『
教
職
研
修
』
も
一
一
名
中
校
長
六
、
教
頭
一
。
社
会
・

理
科
と
い
う
教
科
の
視
点
か
ら
の
編
集
さ
れ
る
も
の
と
比
較
し
て
、

管
理
職
対
象
を
編
集
方
針
と
す
る
両
誌
は
、
執
筆
者
自
体
が
管
理
職

で
あ
る
比
率
が
非
常
に
高
い
よ
う
だ
。

他
方
、
教
科
や
管
理
職
に
特
定
せ
ず
に
教
員
一
・
般
を
対
象
に
編
集

さ
れ
る
『
学
習
指
導
研
究
』
と
そ
れ
を
引
き
継
い
だ
『
小
学
校
研

究
』
は
、
前
者
が
研
究
者
一
二
に
対
し
教
員
は
二
、
後
者
が
研
究
者

八
に
対
し
教
員
二
。
い
ず
れ
も
研
究
者
の
率
が
圧
倒
的
に
高
い
。
他

の
雑
誌
と
は
全
く
逆
の
割
合
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
ニ
誌
は
同

じ
教
員
を
対
象
と
す
る
も
の
の
、
か
な
り
読
者
層
や
編
集
意
図
が
異

な
る
雑
誌
と
い
え
よ
う
。

な
お
文
部
省
の
教
科
調
査
官
は
、
『
学
習
指
導
研
究
』
と
『
教
職

研
修
』
以
外
の
全
て
の
雑
誌
に
執
筆
し
て
い
る
。
ま
た
『
教
職
研

修
』
と
『
小
学
校
教
育
』
に
は
文
部
省
の
責
任
者
が
執
筆
し
て
い

る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
各
雑
誌
の
特
色
に
差
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
教
科
調
査
官
の
執
筆
の
み
共
通
し
て
い
る
こ
と
は

興
味
深
い
。
生
活
科
が
新
設
教
科
で
あ
る
故
で
あ
ろ
う
が
、
賛
否
い

ず
れ
に
せ
よ
文
部
省
主
導
に
よ
り
進
行
す
る
日
本
の
教
育
界
の
特
性

を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
地
域
性
を
按
き
に
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し
て
は
実
施
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
生
活
科
の
実
践
に
と
っ
て
、
か

な
り
重
要
な
問
題
提
起
の
視
点
で
あ
る
と
考
え
る
。

以
上
、
著
者
の
職
業
と
職
責
に
よ
り
特
色
を
み
て
き
た
。
教
員
で

教
諭
の
比
率
が
高
い
理
科
。
理
科
よ
り
教
員
の
比
率
は
や
や
低
い
が

同
様
の
傾
向
を
も
っ
社
会
科
。
校
長
・
教
頭
の
比
率
が
高
い
管
理
職

を
対
象
と
す
る
こ
誌
。
教
員
対
象
な
が
ら
研
究
者
の
比
率
が
高
い
二

誌
。
こ
れ
ら
は
、
二
四
四
ペ
ー
ジ
に
提
起
し
た
生
活
科
を
巡
る
論
点

の
仮
説
を
補
足
す
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。

但
し
、
こ
れ
ら
の
相
違
を
越
え
て
共
通
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

著
者
の
男
女
比
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
雑
誌
も
圧
倒
的
に
男
性
中
心
。

著
者
全
体
で
の
女
性
の
比
率
は
八
%
。
一
割
に
も
満
た
な
い
。
女
性

な
し
の
雑
誌
が
『
理
科
教
育
8
、
9
」
『
学
校
運
営
研
究
・
特
』
「
学

習
指
導
研
究
』
「
小
学
校
教
育
』
と
一
二
冊
中
五
冊
。

小
学
校
教
員
に
お
い
て
女
性
の
比
率
が
男
性
を
上
回
っ
て
い
る
こ

と
は
あ
え
て
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
こ
こ
に
み
る
よ
う
に
、
女
性
の
著
者
は
非
常
に
少
な
い
。
比
率

を
極
端
に
逆
転
さ
せ
る
ほ
ど
女
性
の
能
力
が
男
性
よ
り
も
劣
っ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
理

由
の
考
察
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
の
課
題
で
は
な
い
の
で
は
こ
れ
以
上

詮
索
は
し
な
い
。

た
だ
し
、
こ
の
数
値
は
以
下
略
述
す
る
よ
う
に
生
活
科
を
全
国
に

実
施
す
る
上
で
か
な
り
根
本
的
な
問
題
と
な
る
課
題
を
内
在
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

先
ず
、
現
在
、
様
々
な
分
野
で
女
性
の
能
力
を
い
か
に
発
揮
さ
せ

る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
教
職
は
伝
統
的
に
女
性
が
進
出
し
や
す
い
職
業
と
し
て
考
え
ら

れ
、
そ
の
条
件
も
整
っ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
上

記
の
デ
l
タ
は
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
女
性
の
比
率
が
非
常

に
低
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
と
も
か
く
、
学
校
を
中

心
と
す
る
教
育
の
世
界
が
女
性
を
積
極
的
に
育
て
る
場
と
は
な
っ
て

い
な
い
こ
と
を
否
定
で
き
ま
い
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
男
女
平
等
や

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
問
題
視
す
る
前
に
、
生
活
科
に
と
っ
て

以
下
の
理
由
か
ら
改
善
す
べ
き
課
題
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

生
活
科
が
実
施
さ
れ
る
一
、
二
年
生
の
担
任
は
全
国
の
ほ
と
ん
ど

の
小
学
校
で
は
女
性
が
圧
倒
的
に
多
い
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
、
生

活
科
実
施
の
理
由
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
低
学
年
社
会

・
理
科
に
問
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
女
性
の
教
師
に
と
っ
て

の
問
題
と
な
ら
な
い
か
。
も
し
、
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
実
際
に

担
当
し
て
い
る
女
性
の
意
見
を
も
っ
と
聞
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

他
方
、
問
題
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
低
学
年
の
指
導
の
蓄
積
は
男

性
よ
り
も
女
性
教
師
の
方
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
確
率
が
圧
倒
的
に
高

い
は
ず
。
に
も
関
わ
ら
ず
女
性
の
発
言
が
少
な
い
こ
と
は
、
能
力
の

問
題
よ
り
も
、
発
表
の
機
会
の
保
証
や
そ
の
前
提
に
あ
る
女
性
の
発

表
意
欲
を
高
め
る
雰
囲
気
が
職
場
に
あ
る
か
ど
う
か
の
問
題
が
多
分
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に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
な
に
よ
り
も
こ
と
は
生
活
科
の
問
題
で
あ
る
。
子
ど
も

の
生
活
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
日
常
の
子
ど
も
の
生
活
を
だ
れ
が

担
っ
て
き
た
か
。
い
う
ま
で
も
な
く
母
親
で
あ
り
女
性
で
あ
る
。
学

校
の
内
と
外
。
両
方
に
お
け
る
子
ど
も
の
生
活
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
感

じ
取
る
能
力
は
自
分
の
子
ど
も
を
育
て
な
が
ら
教
育
実
践
に
携
わ
る

全
国
の
女
性
教
師
の
日
常
生
活
の
中
に
潜
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い

A
M
 す

な
わ
ち
生
活
科
の
課
題
と
そ
の
解
き
方
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
男
性
で

は
な
く
女
性
教
師
の
中
に
こ
そ
蓄
積
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
は
わ

た
し
一
人
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
も
注
目
し
な
が
ら
次
章
以
下
の
考
察
を
進
め
て
い
き
た

い
が
、
そ
の
前
に
全
国
の
実
践
校
の
分
布
に
目
を
む
け
た
い
。

3 

ど
こ
で
実
践
さ
れ
て
い
る
の
か

ど
の
よ
う
な
学
校
が
生
活
科
を
実
践
し
て
い
る
か
。

表

l
2に
示
す
よ
う
に
特
集
一
ニ
冊
の
中
で
教
員
が
執
筆
し
た
論

考
数
は
一
六
六
点
。
学
校
名
で
脅
か
れ
た
も
の
が
附
属
一
一
点
、
公

立
一
四
点
。
合
わ
せ
て
一
九
一
点
。
そ
の
中
か
ら
重
複
部
分
を
除
く

と
、
著
者
の
所
属
学
校
教
は
一
ニ

O
。
さ
ら
に
実
践
を
紹
介
し
た
小

学
校
の
み
を
選
ぶ
と
五
因
。
そ
れ
ら
を
県
別
に
分
類
し
た
の
が
表
|

3
で
あ
る
。

東
京
、
神
奈
川
を
中
心
に
関
東
が
最
も
多
く
学
校
総
数
四
五
、
実

践
校
一
八
。
次
い
で
新
調
、
富
山
、
静
岡
、
愛
知
な
ど
を
中
心
に
中

部
が
総
数
ニ
八
で
実
践
校
は
一
五
。
近
畿
は
大
阪
、
兵
庫
を
中
心
に

一
四
、
実
践
校
は
附
属
中
心
に
六
。
中
国
は
岡
山
、
広
島
を
中
心
に

総
数
一
二
で
実
践
校
は
五
。
四
国
は
香
川
中
心
に
総
数
八
、
実
践
校

因
。
沖
縄
を
含
め
て
九
州
は
福
岡
中
心
に
総
数
九
、
実
践
校
六
。
他

方
、
北
海
道
は
総
数
二
で
実
践
校
な
し
。
東
北
は
総
数
一
ニ
で
実
践

校
一
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
地
方
別
の
小
学
校
総
数
比
と
の
比
較
を
加
味
し
な
が
ら

考
察
す
る
と
次
の
よ
う
な
特
色
が
指
摘
で
き
よ
う
。

地
峨
別
小
学
校
比
と
比
較
し
て
も
関
東
の
比
率
が
最
も
高
い
。
文

部
省
関
係
、
大
学
等
の
研
究
機
関
、
出
版
社
い
ず
れ
も
東
京
に
集
中

し
て
い
る
こ
と
か
ら
当
然
の
数
値
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
東
京
文
化
圏

の
大
き
さ
か
ら
み
れ
ば
も
っ
と
高
い
数
値
が
出
て
も
意
外
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
。
逆
に
東
京
、
神
奈
川
以
外
が
少
な
い
こ
と
の
方
が
気
に

な
る
。
東
北
、
北
海
道
が
極
め
て
低
い
数
値
し
か
示
し
て
い
な
い
こ

と
と
合
わ
せ
て
、
東
京
を
中
心
と
す
る
教
育
文
化
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
関
東
よ
り
も
北
と
東
に
あ
る
地
域
に
及
ん
で
い
な
い
こ
と
を
示

す
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
実
際
に
は
各
地
で
実
践
さ
れ
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
編
集
者
の
目
が
北
と
東
に
向
か
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
か
。

逆
に
編
集
者
の
目
が
す
ぐ
近
く
の
西
に
向
く
わ
け
で
は
な
い
で
あ
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「特集12冊に執筆した著書の所属小学校と実践校の県別数J

合同〉総敏J1;112冊何れかに鉄;官した教員の所属学校歎{著者が学佼名の織合は含むが血飽は除く)

「②実殴Jは12冊何れかに生活科関係の実践結果が姻隠されている学校数{館館は除o
~お，①.②ともに弘立小学校lま附鹿として計算した。
「③小比Jは各地方の小学校総数の全国小学校絶数24982に対する比率{小飲奇以下回鎗五入)

①総数 ②実践 ③ ①総数 ②実践 京
附公計 附公計 比 附公 E十 附公計 比

北海道 1 1 2 。。017% ニ血 。2 2 。。。
青森 1 1 2 。1 

滋 賀 1 。 1 。
岩手 。3 3 。。。 近

京都 1 2 。
東 宮減 。3 3 。。。 大阪 3 4 。 15 

秋田 。。。。。。 12 
首t

兵庫 1 I 2 3 。 % 

~t 山方 。2 2 。 % 奈良 1 I 1 2 1 2 。。
福烏 。2 2 。。。 和歌山 。。 。。。。

計 11 12 。111 
計 5 I 9 14 4 2 6 

鳥取
茨 城 1 。1 1 

1 2 3 。1 。1 

栃木 。2 2 。1 中
島根 l 。 。。。

1 

E宇馬 1 1 2 。 岡山 2 3 2 8 

関
t奇玉 。 国

広 島 2 2 4 。 % 
3 3 。1 22 

千葉 l 6 7 1 % 
山口 。1 。

東
2 3 

計
東京

5 7 I 12 4 5 
6 12 18 3 4 7 

神奈川 。12 12 。4 4 
徳島 。l 。。。

計 9 36 45 8 10 18 四 香川 l 5 6 2 3 

新潟
愛媛 。 5 

l 8 9 1 3 4 % 

富山 2 3 。 国 緋地 。。。。。。
2 2 

石川 。l 1 。 計 2 6 8 2 2 4 

中
。。

部
福井 。1 1 。 1 福 岡 3 4 。3 3 

上
山梨 。1 1 。1 17 

佐 賀 。。。。。。
侶

長野 1 1 2 1 。1 % 九 長崎 l 。 。
m 岐阜 1 。1 1 。1 

州 熊本 。1 。1 

官静 岡 5 6 1 3 4 
. 大分。 1 1 。。。14 

愛 知 0 4 
沖 宮崎 0 。 % 

4 。 1 
。。

計 6 22 28 5 10 15 
純 鹿児島 。l 。

沖縄 0 。。。。。
計 4 5 9 3 3 6 

総 計 33 97 130 23 32 55 
1ω 
% 

袋-3
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ろ
う
が
、
小
学
校
総
数
比
で
は
そ
れ
ほ
ど
差
が
な
い
中
部
と
近
畿

が
、
総
数
は
二
倍
、
実
践
校
数
で
は
そ
れ
以
上
の
差
で
中
部
が
多

い
。
理
由
は
こ
れ
だ
砂
の
デ
l
タ
で
は
判
断
で
き
ず
、
ま
た
、
中
部

文
化
圏
の
取
り
方
に
よ
り
数
値
の
意
味
は
異
な
っ
て
く
る
か
も
し
れ

な
い
。
だ
が
、
中
部
は
公
立
が
多
く
そ
れ
も
上
越
市
や
静
岡
県
西
部

を
代
表
に
特
定
の
地
域
に
集
ま
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
(
「
表

1
4」
参
照
)
。
他
方
、
近
畿
は
附
属
中
心
で
あ
る
こ
と
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
生
活
科
に
と
っ
て
大
学
附
属
の
果
た
す
役
割
や
地
域
性

の
意
味
を
考
え
る
上
で
の
課
題
を
提
起
し
て
い
る
と
考
え
た
い
。

さ
ら
に
近
畿
よ
り
西
の
地
域
に
お
け
る
附
属
あ
る
い
は
大
学
の
役

割
の
意
味
を
暗
示
し
て
い
る
の
が
、
広
島
大
学
を
中
心
と
し
て
瀬
戸

内
海
を
挟
ん
で
対
時
す
る
岡
山
・
広
島
と
香
川
・
愛
媛
の
関
係
に
代

表
さ
れ
る
中
・
四
国
・
九
州
の
傾
向
で
は
な
い
か
。

も
っ
と
も
、
サ
ン
プ
ル
、
デ
ー
タ
の
種
頬
が
と
も
に
少
な
い
こ
と

か
ら
、
上
記
の
傾
向
は
い
ず
れ
も
仮
説
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
少

な
く
と
も
、
出
版
文
化
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
介
す
る
世
界
に
お
い
て

の
実
践
校
の
分
布
は
、
東
京
文
化
圏
を
境
に
西
と
東
で
は
か
な
り
傾

向
が
異
な
る
。
そ
れ
も
西
高
東
低
と
も
い
え
る
状
況
が
あ
る
こ
と
は

確
か
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
大
都
市
文
化
圏
の
意
味
、
地
方
都

市
で
の
大
学
・
附
属
の
役
割
、
市
町
村
等
行
政
区
域
を
代
表
に
一
定

地
域
内
で
の
総
合
的
な
推
進
等
、
い
ず
れ
も
生
活
科
を
実
際
に
全
国

で
実
施
す
る
上
で
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
を
示
し
て
い
る

と
考
え
る
。

な
お
、
各
学
校
の
実
践
内
容
に
つ
い
て
は
ふ
れ
る
余
裕
が
な
い
と

思
う
の
で
、
こ
こ
に
あ
げ
た
実
践
校
名
と
そ
の
掲
稽
雑
誌
の
一
覧
を

「表

1
4」
に
あ
げ
る
。
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
科
の
立
場
か
ら
の
論
点
は

1 

社
会
科
と
理
科
は
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社
会
科
と
理
科
の
立
場
か
ら
の
生
活
科
論
の
ト
レ
ン
ド
の
概
要
を

把
握
す
る
た
め
に
『
社
会
科
教
育
』
と
『
理
科
教
育
」
の
特
集
各
三

冊
の
特
集
名
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

『
社
会
科
教
育
』

一
九
八
七
年
一
月
号

「
新
教
科
「
生
活
科
』
の
実
践
像
を
検
討
す
る
」

一
九
八
七
年
七
月
号

「
「
生
活
科
』
登
場
は
社
会
科
を
ど
う
変
え
る
か
」

一
九
八
八
年
九
月
号

「
『
生
活
科
』
が
は
じ
ま
る
|
社
会
科
研
究
の
ポ
イ
ン
ト
」

『
理
科
教
育
」

一
九
八
七
年
一
月
号

「
低
学
年
『
生
活
科
』
構
想
を
ど
う
考
え
る
か
」

一
九
八
七
年
八
月
号



学校名 掲繊維誌 学校名 鈎繊維誌

rJi 青森県五戸町盛岡内小 ⑨ 大阪教育大学附池田小 q渇

お茶の水女子大附小 ① 近
神戸大学教育学部附明石小 q渇渇

神奈川県相模原市田名小 哩渇
滋賀大学附小 信ゆ

H 側浜市機郷小 ⑤ 畿
奈良女子大学附小 ⑦ 

茨城大学教育学部附小 ⑥⑫ 
奈良県篠原町篠原小 ⑬ 

筑波大学附小 ⑥ 
京高E府京偲市生得小 ⑮ 

繍浜市田技小 ⑦ 岡山大学教育学部附小 任渇ゆ⑩

関 品川区第二延山小 ⑨ 中 広島市三入小 ⑤ 

宇都宮大学教育学部附小 ⑨ 岡山市芳明小 ⑦⑫ 

千葉県東金市鴇鮒小 ⑫ 国 鳥取市稲葉山小 ⑨ 

成畷小 ⑫ 山口県下怯市公集小 ⑪ 

昭和女子大学附昭和小 ⑪ 香川県高般市亀阜小 ②⑨ 

東 練馬区関進第二小 ⑨ 四
香川大学教育学部附高鈴小 @ 

埼玉県草加市栄小 ⑨ 愛媛大学教育学部附小 ⑨ 
千重苦大学教育学部附小 ⑨ 国

香川県坂出市中央小 ⑫ 
梅玉県比企I!II小川町八和田小 ⑨ 

tlij木県河内I!II上三川町上三川小 ⑫ 
福岡県北九州市山の口小 ② 

文教大学附小 ⑫ 九
熊本大学教育学部附小 @ 

神奈川県中田小 ⑫ 
長筒大学教育学郷附小 @ 

静岡県縮問町縮図小 州
福岡県北九州市赤袋小 @ 

哩溜ゆ
H 餓西小 ⑨ 

信州大学教育学邸附長野小 ⑥ 鹿児島大学教育学部附小 ⑫ 
新潟県上鍾市大手町小 @(i)@ 

①学校運営研究 1988.8月号.Vo1.27.ぬ344
岐阜大学教育学部附小 ⑦ 

中
新潟市白山小 ⑨ 

②小学俊敏宵 1988.4月号.Vol.1. Pb1 
③教育科学社会科教育

部 常薬学園大学教育学節附編小 ⑨ 1987.1月号.Vo1.24.ぬ292

新潟県新井市新井小 ⑨ ⑥ 1/ 1987.7月号.Vo1.24.ぬ3ω. 
富山市八人町小 ⑨ ⑤ 1/ 1987.9月号.Vo1.お，ぬ314

上
愛知県岡崎市三島小 ⑨ 

⑥教育科学思科教育1987.1月号.Vo1.19.ぬ 却

⑦ 目 1987.8月号.Vo1.19.ぬ240
1ft 静岡県鱈闇市轡悶北小 ⑩ ⑥ 回 1988，9月号.Vol.20.ぬ253

組
福井県武生市武生西小 ⑪ ⑨初等理科教育 19:ω.7月臨時m刊号，ぬ267

上組教育大学附小 ⑫ ⑪数段研修 1987.9月号.Vol.16・I.Pb181

山梨大学教育学部附小 ⑫ ⑪学習指導研究 1987.7月号

富山県福光町樋光中部小 ⑫ 
⑫学校運営研究 1987.7月臨時僧刊号ぬ331

愛知県東浦町緒111小 ⑫ 

「特集12冊の何れかに生活科に関連する実践結果を縄線した学校名j表-4
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「
『
生
活
科
』
は
理
科
実
践
を
ど
う
変
え
る
か
」

一
九
八
八
年
九
月
号

「
『
生
活
科
』
が
は
じ
ま
る

l
理
科
研
究
の
ポ
イ
ン
ト
」

社
会
科
も
理
科
も
ほ
と
ん
ど
閉
じ
と
い
え
よ
う
。

八
七
年
一
月
号
は
最
初
の
特
集
ゆ
え
か
、
「
生
活
科
」
と
い
う
教

科
を
知
る
こ
と
自
体
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。

あ
え
て
い
え
ば
、
社
会
科
の
場
合
が
「
実
践
像
」
で
あ
る
の
に
対

し
理
科
は
「
構
想
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
両
教
科
の
生
活
科
認
識

の
差
が
顕
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
社
会
科
は
ま
ず
実
践
を
、

理
科
は
実
践
の
前
に
理
念
を
と
い
う
わ
け
で
あ
ろ
う
か
。
但
し
、
実

際
の
内
容
は
、
む
し
ろ
社
会
科
は
理
念
的
批
判
、
理
科
は
実
践
上
の

課
題
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
る
傾
向
が
強
い
の
で
は
あ
る
が
。

そ
し
て
そ
れ
は
半
年
後
の
社
会
科
は
七
月
号
、
理
科
は
八
月
号
の

特
集
名
の
差
と
し
て
顕
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
社
会
科
は
「
社
会
科
を

ど
う
変
え
る
か
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
理
科
は
「
理
科
実
践
を
ど
う

変
え
る
か
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
理
科
は
理
念
よ
り
も
実

質
的
に
実
践
上
の
問
題
と
し
て
生
活
科
を
構
築
す
る
方
向
に
向
か
っ

た
と
言
え
よ
う
。

一
年
後
の
八
八
年
九
月
は
特
集
名
は
全
く
同
じ
で
生
活
科
実
施
を

前
提
と
し
た
「
研
究
の
ポ
イ
ン
ト
」
が
課
題
。
生
活
科
を
そ
れ
ぞ
れ

の
教
科
の
立
場
で
実
質
化
し
よ
う
と
す
る
努
力
で
あ
ろ
う
か
。
表
-

2
に
示
し
た
よ
う
に
執
筆
者
の
立
場
が
社
会
・
理
科
と
も
に
現
場
教

師
の
率
が
最
も
高
い
こ
と
も
そ
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
特
集
名
の
比
較
か
ら
見
る
限
り
、
若
干
の
差
は
認
め
ら
れ

る
も
の
の
、
社
会
科
と
理
科
の
差
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
い
わ
け
で
は
な

い
。
ま
た
、
生
活
科
の
名
が
登
場
し
て
以
来
の
三
年
間
に
お
け
る
両

教
科
の
立
場
か
ら
の
論
点
の
枠
組
と
そ
の
推
移
の
傾
向
も
類
似
し
て

い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
こ
で
は
引
用
し
な
い
が
、
特

集
名
の
み
で
な
く
各
号
の
目
次
構
成
も
か
な
り
類
似
し
て
い
る
こ
と

に
よ
り
確
認
で
き
る
。

も
っ
と
も
、
『
社
会
科
教
育
』
も
「
理
科
教
育
』
も
共
に
明
治
図

書
の
出
版
物
。
社
会
科
が
縦
、
理
科
が
横
と
書
き
方
は
異
な
る
も
の

の
形
式
的
な
編
集
上
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
共
通
の
立
場
で
進
め
た
の
で

あ
ろ
う
。
だ
が
そ
の
こ
と
を
考
慮
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
形

式
上
の
共
通
性
は
社
会
科
と
理
科
と
い
う
こ
つ
の
教
科
に
と
っ
て
の

生
活
科
の
意
味
を
考
え
る
上
で
象
徴
的
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
社
会
認
識
と
自
然
認
識
の
教
育
と
い
う
意
味
で
対
置

さ
れ
る
こ
と
の
多
い
社
会
科
と
理
科
。
し
か
し
、
実
際
に
は
そ
の
歴

史
も
思
考
様
式
も
全
く
異
な
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が

生
活
科
と
い
う
一
つ
の
教
科
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
る
と
い
う
危
機
意

識
か
ら
形
式
的
な
利
害
と
論
点
は
共
有
す
る
が
、
実
際
に
は
相
互
に

連
携
を
保
つ
こ
と
な
く
独
自
の
観
点
か
ら
生
活
科
に
取
り
組
む
。
同

床
異
夢
、
そ
ん
な
構
造
が
見
え
て
こ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

で
は
ど
こ
が
異
な
る
の
か
。
社
会
科
か
ら
見
て
行
き
た
い
。

箆3
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整
霜
|
一
|
「
低
堂
生
・
社
会
科
批
判
の
批
判
」
か
「
理
科
の

社
会
科
化
か
」
|
|

『
社
会
科
教
育
・
八
七
年
一
月
号
』
(
以
下
『
社
会
科
教
育
1
』
と

略
す
)
は
「
新
教
科
『
生
活
科
』
新
設
の
ね
ら
い
は
ど
こ
か
」
と
題

し
た
教
科
調
査
官
の
中
野
重
人
の
論
考
で
始
ま
る
。
中
野
は
前
年
の

十
月
に
出
さ
れ
た
「
教
育
課
程
審
議
会
、
中
間
ま
と
め
」
ま
で
の
経

過
を
現
行
の
学
習
指
導
要
領
が
告
示
さ
れ
る
前
か
ら
の
流
れ
を
整
理

し
つ
つ
、
こ
の
雑
誌
で
は
珍
し
く
七
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
生
活
科
の
ね

ら
い
を
説
明
し
て
い
る
。

つ
い
で
そ
れ
を
う
け
る
形
で
大
学
教
官
七
人
が
「
『
生
活
科
』
の

構
想
を
ど
う
考
え
る
か
|
社
会
科
は
ど
う
変
わ
る
か
」
と
い
う
課
題

の
も
と
に
、
見
聞
き
二
ペ
ー
ジ
で
簡
潔
に
述
べ
て
い
る
。

著
者
と
表
題
の
み
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
(
番
号
は
筆
者
)

①
「
子
ど
も
の
学
習
意
欲
を
そ
こ
な
う
生
活
科
」
市
川
博

②
「
も
っ
と
楽
し
く
有
意
義
で
新
鮮
な
学
習
内
容
に
で
き
る
は
ず

だ
l
社
会
認
識
の
芽
ぱ
え
と
し
て
の
人
間
理
解
・
自
己
理
解

を
培
う
!
」
今
谷
踊
重

③
「
ど
う
し
て
も
や
る
な
ら
こ
ん
な
内
容
に
」
有
田
和
正

④
「
教
育
課
程
開
発
校
の
研
究
に
見
る
気
に
か
か
る
こ
と
」

次
山
信
男

@
「
社
会
科
と
道
徳
科
と
の
あ
い
だ

l
『
生
活
科
」
構
想
の
陥

穿
」
田
中
武
雄

⑥
「
迫
ら
れ
る
学
際
的
研
究

l
国
語
科
教
育
の
立
場
か
ら
み

て
|
」
小
森
茂

⑦
「
『
生
活
科
」
の
ど
こ
に
『
総
合
的
指
導
』
が
あ
る
の
か
」

ニ
杉
孝
司

⑥
を
除
き
、
論
調
は
基
本
的
に
は
批
判
的
。
但
し
論
点
の
差
は
あ

る
。
離
し
く
批
判
す
る
の
は
、
①
市
川
、
@
次
山
、
@
田
中
。

そ
れ
に
対
し
低
学
年
社
会
科
の
理
念
の
延
長
上
に
生
活
科
の
あ
る

べ
き
方
向
を
お
き
、
自
己
の
実
践
研
究
と
の
比
較
か
ら
問
題
点
を
指

摘
し
て
い
る
の
が
②
の
今
谷
。
問
機
に
、
教
師
と
し
て
の
実
践
を
も

と
に
、
あ
り
う
る
べ
き
方
向
を
提
起
す
る
③
の
有
因
。
い
ず
れ
も
現

状
の
ま
ま
で
は
批
判
的
だ
が
、
基
本
的
に
生
活
科
を
受
け
入
れ
る
論

点
か
ら
課
題
を
提
示
し
て
い
る
。

⑥
の
小
森
は
唯
一
入
国
語
教
育
の
立
場
か
ら
の
発
宮
。
大
正
期
の

奈
良
女
高
師
附
小
の
合
科
学
習
に
関
す
る
研
究
を
紹
介
し
つ
つ

「
『
生
活
科
』
担
当
能
力
を
、
誰
が
・
ど
こ
で
・
ど
の
よ
う
に
育
成
す

る
の
か
」
と
の
問
題
を
提
起
。
そ
の
た
め
に
は
、
「
教
員
養
成
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」
の
中
に
、
社
会
科
を
中
心
に
、
国
語
科
、
理
科
、
図
画

工
作
科
、
家
庭
科
、
道
徳
等
と
に
よ
る
「
学
際
的
研
究
」
を
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
「
国
語
科
自
身
が
変
容
せ
ざ
る
を
え
な

い
重
大
な
時
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
」
と
結
ん
で
い
る
。

一
方
、
厳
し
い
批
判
を
展
開
す
る
①
、
@
、
⑤
、
⑦
の
論
点
は
ど

怨4

の
よ
う
な
も
の
か
。
い
ず
れ
も
社
会
科
教
育
の
論
客
で
こ
の
特
集
以

後
も
様
々
な
機
会
に
積
極
的
に
生
活
科
を
批
判
。
そ
の
意
味
で
、
こ

こ
で
の
主
張
は
社
会
科
の
立
場
か
ら
の
生
活
科
批
判
の
流
れ
を
形
成

す
る
論
点
を
要
約
提
起
し
て
い
る
と
考
え
、
や
や
詳
論
す
る
。

先
ず
「
初
志
の
会
」
の
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ
る
市
川
の
批
判
。

彼
は
生
活
科
の
趣
旨
は
一
応
も
っ
と
も
な
よ
う
で
は
あ
る
が
と
い

い
つ
つ
も
、
実
際
に
は
「
社
会
・
自
然
認
識
や
自
己
認
識
を
培
う
前

提
」
に
あ
る
「
事
実
を
じ
っ
く
り
と
と
ら
え
さ
せ
て
、
子
ど
も
の
興

味
・
関
心
を
掘
り
起
こ
し
、
事
実
の
意
味
を
主
体
的
に
聞
い
、
判
断

し
て
い
く
」
と
い
う
「
生
活
科
の
基
本
的
理
念
(
活
動
こ
は
不
十

分
に
し
か
保
証
さ
れ
な
い
と
し
て
、
次
の
四
つ
の
理
由
か
ら
批
判
。
.

第
一
に
「
生
活
科
の
究
極
の
目
標
」
が
「
基
本
的
生
活
習
慣
H
し

つ
け
と
い
う
既
有
の
9

型
乙
に
子
ど
も
を
は
め
込
む
こ
と
。
第
二

に
，
体
験
e

を
一
面
的
に
重
視
し
，
観
察
e

を
軽
視
し
て
い
る
こ

と
。
第
三
に
授
業
時
間
の
削
減
、
第
四
に
教
科
書
の
発
行
、
こ
れ
ら

が
机
上
の
学
習
に
止
め
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

「
判
断
力
の
未
熟
な
う
ち
に
、
一
定
の
思
考
・
行
動
の
パ
タ
ー
ン
を

植
え
つ
け
て
お
こ
う
と
い
う
意
図
が
先
行
す
る
限
り
、
子
ど
も
の
主

体
的
意
欲
を
喚
起
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
」
と
結
ぶ
。

ま
た
次
山
は
、
生
活
科
へ
の
準
備
と
な
っ
た
「
教
育
課
程
の
基
準

改
善
の
た
め
の
教
育
研
究
開
発
学
校
」
の
結
果
を
検
討
し
つ
つ
、
生

活
科
新
設
の
根
拠
の
暖
昧
さ
を
「
見
当
た
ら
な
い
教
科
の
論
理
」
と

し
て
指
摘
。
つ
気
づ
く
e

社
会
科
か
ら
，
守
り
、
感
謝
す
る
。
生
活

科
へ
の
道
が
」
と
題
し
、
自
身
が
感
得
し
た
一
年
生
の
子
ど
も
た
ち

の
「
生
活
体
験
と
結
び
つ
い
た
感
覚
」
を
例
示
し
つ
つ
、
「
子
ど
も

た
ち
の
息
づ
き
を
失
わ
せ
る
よ
う
な
道
を
決
し
て
と
る
べ
き
で
は
な

い
」
と
批
判
す
る
。

他
方
、
田
中
は
「
教
科
の
系
統
性
」
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
た

と
え
生
活
科
が
総
合
教
科
で
あ
る
と
し
て
も
教
科
の
原
則
は
貫
く
べ

き
だ
と
す
る
。
そ
し
て
生
活
科
は
「
生
活
の
科
学
的
認
識
の
育
成
を

ね
ら
い
と
す
る
も
の
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
「
道
館
科

で
は
な
く
生
活
科
学
科
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
。
逆
に
現

行
の
案
は
「
道
簡
科
に
限
り
な
く
接
近
さ
せ
る
こ
と
」
に
よ
り
「
戦

後
道
徳
教
育
の
『
反
改
革
」
か
ら
『
再
改
革
』
へ
の
先
導
」
に
た
と

う
と
し
て
い
る
と
批
判
し
、
「
自
然
・
人
間
・
社
会
の
総
合
学
習
と

し
て
の
『
低
学
年
社
会
科
ピ
の
継
承
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
強
調

す
る
。二

杉
は
「
総
合
的
指
導
」
に
注
目
し
な
が
ら
、
「
生
活
科
(
仮

称
)
年
間
計
画
例
」
を
検
討
し
、
生
活
科
は
「
従
来
の
社
会
科
と
理

科
を
四
時
間
か
ら
三
時
間
に
圧
縮
し
た
も
の
」
と
結
論
づ
け
る
。
そ

し
て
、
生
活
科
は
「
仕
事
」
の
よ
う
な
「
現
行
の
低
学
年
社
会
科
で

も
一
番
魅
力
的
な
部
分
を
切
り
取
っ
て
圧
縮
し
」
、
「
き
ま
り
や
習

慣
」
を
「
総
合
的
指
導
」
の
中
核
に
す
る
「
道
徳
科
」
に
ほ
か
な
ら

な
い
と
批
判
す
る
。
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以
上
、
生
活
科
を
積
極
的
に
批
判
す
る
立
場
か
ら
の
論
点
。
容
認

し
つ
つ
も
現
状
を
批
判
し
あ
る
べ
き
方
向
を
提
起
す
る
立
場
か
ら
の

論
点
。
い
ず
れ
も
八
七
年
一
月
と
い
う
生
活
科
論
ス
タ
ー
ト
時
で
の

社
会
科
の
立
場
か
ら
の
生
活
科
論
を
構
成
す
る
論
点
で
あ
る
と
考
え

る
。
同
時
に
そ
れ
は
そ
の
後
の
社
会
科
の
立
場
か
ら
の
生
活
科
論

(
批
判
?
)
の
基
本
的
な
論
点
を
も
構
成
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
そ
れ
ら
に
共
通
す
る
視
点
を
要
約
す
る
と
、
「
低
学
年
社

会
科
擁
護
論
」
あ
る
い
は
「
低
学
年
社
会
科
批
判
の
批
判
」
と
「
道

徳
科
・
し
つ
け
科
と
し
て
の
生
活
科
批
判
」
と
な
ろ
う
。

な
お
、
社
会
科
の
立
場
か
ら
の
生
活
科
批
判
を
よ
り
詳
細
に
展
開

し
た
論
考
の
代
表
と
し
て
、
『
歴
史
地
理
教
育
』
八
七
年
三
、
四
月

号
の
「
社
会
認
識
の
形
成
と
低
学
年
社
会
科
」
、
あ
る
い
は
「
季
刊

教
育
法
施
師
、
刀
、
百
円
『
生
活
教
育
』
八
八
年
二
月
号
、
『
現

代
教
育
科
学
』
八
七
年
四
月
号
の
生
活
科
に
関
す
る
特
集
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。
特
に
、
『
季
刊
教
育
法
ぬ
花
』
の
「
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム

『
生
活
科
』
を
ど
う
と
ら
え
る
か
」
(
市
川
博
中
野
光
村
田
和
枝

小
佐
野
正
樹
)
は
戦
前
の
試
み
や
最
近
の
実
践
例
の
問
題
も
合
わ

せ
て
生
活
科
批
判
の
概
要
が
討
議
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
教
育
学

研
究
』
第
五
五
巻
第
二
号
の
上
田
薫
「
政
治
と
教
育
の
あ
い
だ
|
社

会
科
の
運
命
は
な
に
を
も
の
が
た
る
か
|
」
は
、
単
に
生
活
科
批
判

の
問
題
で
は
な
く
、
戦
後
社
会
科
を
リ
ー
ド
し
続
け
て
き
た
上
回
の

視
点
を
知
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。

他
方
、
生
活
科
批
判
で
は
な
く
生
活
科
実
施
を
前
提
と
し
た
、
⑥

の
小
森
に
よ
る
他
教
科
の
、
そ
れ
も
実
際
に
生
活
科
を
担
い
う
る
教

員
を
聾
成
す
る
立
場
か
ら
の
論
点
は
、
そ
の
後
、
社
会
科
の
立
場
か

ら
論
ず
る
者
の
中
で
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
か
。

結
論
か
ら
い
え
ば
、
少
な
く
と
も
私
は
小
森
の
問
題
提
起
に
正
面

か
ら
答
え
る
論
考
を
見
出
せ
な
か
っ
た
。
そ
れ
も
、
単
に
社
会
科
の

み
で
は
な
く
他
の
立
場
か
ら
の
論
考
の
中
に
も
、
ま
た
文
部
省
を
始

め
と
す
る
行
政
の
立
場
か
ら
の
論
考
の
中
に
も
見
出
せ
な
か
っ
た
。

残
念
な
こ
と
で
あ
る
、
と
私
は
考
え
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
改
め
て
次
章
の
「
生
活
科
の
課
題
」
に
お
い

て
ふ
れ
る
と
し
て
、
次
に
半
年
後
の
「
社
会
科
教
育
・
八
七
年
七
月

号
」
の
論
点
(
以
後
『
社
会
科
教
育
2
」
と
略
す
)
に
目
を
む
け
た

官
頭
は
編
集
長
の
樋
口
雅
子
の
司
会
に
よ
る
「
『
生
活
科
』
で
社

会
科
実
践
は
変
わ
る
か
」
と
題
し
た
教
科
調
査
官
の
中
野
と
筑
渡
大

附
小
の
有
国
の
対
談
。
三
年
へ
の
繋
ぎ
の
問
題
を
含
め
た
有
田
の
附

小
で
の
実
践
に
基
づ
く
生
活
科
へ
の
危
慎
の
指
摘
に
対
し
、
中
野
は

有
田
の
実
践
こ
そ
生
活
科
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
「
社
会
科
が
三

年
か
ら
は
じ
ま
る
の
で
は
な
く
:
:
:
『
生
活
科
』
の
中
で
社
会
科
が

大
切
に
し
て
い
る
も
の
を
喪
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
」
あ
る
い
は

「
昭
和
二
十
年
代
の
社
会
科
で
は
、
自
然
も
含
め
た
生
活
学
習
で
し

た
」
と
語
る
中
野
の
生
活
科
論
は
、
教
科
調
査
官
と
い
う
立
場
で
は
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あ
る
が
社
会
科
の
立
場
か
ら
の
も
う
一
つ
の
生
活
科
論
を
提
起
し
て

い
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
対
談
者
の
有
田
や
先
の
②
の
今

谷
の
論
点
に
も
原
理
的
に
は
重
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
こ
の
対
談
に
続
く
特
集
「
『
生
活
科
』
で
社
会
科
の
ど
こ

が
変
わ
る
か
」
の
中
で
、
「
生
活
と
の
『
交
渉
』
原
理
を
発
展
さ
せ

る
こ
と
」
と
題
し
「
『
生
活
科
』
の
新
設
は
、
社
会
科
に
と
っ
て
生

活
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
何
で
あ
る
べ
き
な
の
か
を
聞
い
直

す
良
い
機
縁
」
と
答
え
「
生
活
科
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
あ
く
ま
で
子
ど

も
を
軸
と
し
て
自
然
や
社
会
と
の
つ
き
あ
い
方
を
学
ぶ
こ
と
」
と
す

る
谷
川
彰
英
の
指
摘
も
同
様
の
生
活
科
観
に
立
つ
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
こ
の
立
場
か
ら
の
社
会
科
の
生
活
科
論
の
論
点
を
よ
り

明
確
に
示
し
て
い
る
が
、
日
台
利
夫
が
『
社
会
科
教
育
・
八
八
年
九

月
号
』
(
以
下
『
社
会
科
教
育

3
』
と
略
す
}
の
特
集
「
Q
A
-
-

『
生
活
科
』
以
後
の
社
会
科
ー
ど
こ
が
変
わ
る
か
」
に
「
よ
り
初
期

社
会
科
の
理
念
に
近
づ
く
方
向
を
」
と
題
し
寄
せ
た
論
考
の
中
で
の

次
の
指
摘
で
あ
る
。

「
低
学
年
の
社
会
科
は
廃
止
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
教
科
と
し

て
の
社
会
科
が
廃
止
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
子
ど
も
が
自
分
や
社
会

の
生
活
現
実
を
見
つ
め
、
こ
れ
に
つ
い
て
考
え
、
そ
の
考
え
を
子
ど

も
自
ら
の
生
活
行
動
を
通
し
て
確
か
め
て
い
く
と
い
う
社
会
科
が
本

来
的
に
求
め
て
き
た
子
ど
も
の
は
た
ら
き
を
無
く
し
て
し
ま
う
こ
と

で
は
な
い
。
」

こ
の
論
点
を
私
は
「
理
科
の
社
会
科
化
」
と
要
約
し
た
い
。
そ
し

て
、
こ
れ
は
私
自
身
の
生
活
科
論
で
も
あ
る
。

子
ど
も
は
そ
の
生
活
に
お
い
て
社
会
科
的
と
か
理
科
的
と
か
に
わ

け
で
生
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
社
会
事
象
、
自
然
事
象
と
い
う

概
念
も
固
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
が
日
常
生
活
の
中
で
経

験
す
る
事
象
を
自
分
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
捉
え
直
す
(
意
味
づ
け

る
)
際
の
フ
ィ
ル
タ
ー
に
す
ぎ
な
い
。
大
事
な
の
は
個
々
の
子
ど
も

の
生
活
か
ら
出
発
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
社
会
に
関
す
る
知
識
で
も

自
然
に
関
す
る
知
識
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
視
点
こ
そ

本
来
の
社
会
科
が
目
指
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ

は
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
に
学
び
な
が
ら
、
懸
命
に

社
会
科
を
創
造
し
続
け
て
お
ら
れ
る
全
国
の
多
ぐ
の
教
師
の
思
い
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
社
会
科
の
立
場
か
ら
の
生
活
科
論
の
論
点
を
二
つ
の
方
向

か
ら
捉
え
て
き
た
。
単
純
化
に
伴
う
問
題
、
あ
る
い
は
他
に
考
慮
す

べ
き
観
点
や
文
献
も
多
い
。
例
え
ば
、
同
じ
く
「
低
学
年
社
会
科
批

判
の
批
判
」
に
し
て
も
特
定
の
登
子
や
教
科
の
系
統
を
重
視
す
る
立

場
と
子
ど
も
の
日
常
の
思
考
や
経
験
を
重
視
す
る
立
場
で
は
大
き
く

異
な
る
。
ま
た
、
二
つ
の
論
点
に
し
て
も
社
会
科
の
立
場
か
ら
&
藷

科
を
論
ず
る
者
が
必
ず
い
ず
れ
か
一
方
の
立
場
に
立
つ
と
い
う
意
味

で
は
な
い
。
実
際
に
は
両
方
の
視
点
が
重
な
り
な
が
ら
、
そ
の
時
々

の
論
議
が
展
開
さ
れ
る
と
い
っ
た
方
が
よ
り
適
切
で
あ
ろ
う
。
そ
の
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意
味
で
、
二
つ
の
論
点
へ
の
単
純
化
は
、
と
も
す
れ
ば
利
害
、
理
念

い
ず
れ
に
せ
よ
所
属
集
団
の
立
場
の
論
理
が
複
雑
に
絡
み
が
ち
な
社

会
科
の
論
議
に
対
し
、
相
互
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
可
能
に
す
る
た
め

の
論
点
整
理
へ
の
一
つ
の
仮
説
と
し
て
提
起
し
て
お
き
た
い
。

他
方
、
理
科
の
場
合
は
ど
う
か
。

3 

理
科

l
「
自
然
科
堂
敢
育
体
系
の
ゆ
ら
ぎ
」
へ
の
危
慣
と

「
社
会
科
的
理
科
」
へ
の
と
ま
ど
い

l

『
理
科
教
育
・
八
七
年
一
月
号
』
(
以
下
『
理
科
教
育
1
』
と
略

す
)
も
『
社
会
科
教
育
1
』
と
同
様
の
構
成
で
教
科
調
査
官
の
奥
井

智
久
の
「
新
教
科
「
生
活
科
』
創
設
の
ね
ら
い
は
ど
こ
に
あ
る
か
」

で
始
ま
る
。
ペ
ー
ジ
数
も
同
じ
七
。
ま
さ
に
形
式
は
社
会
科
と
同
じ

で
あ
る
。
し
か
し
、
内
容
は
か
な
り
異
な
る
。
社
会
科
で
は
賛
否
両

論
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
現
行
指
導
要
領
の
背
景
に
遡
っ
て

生
活
科
新
設
の
経
緯
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、
理
科
で

は
経
過
説
明
は
「
は
じ
め
に
」
の
部
分
で
教
育
課
程
審
議
会
の
「
中

間
ま
と
め
」
を
引
用
す
る
の
み
。
本
文
は
生
活
科
の
ね
ら
い
や
内
容

の
か
な
り
詳
細
で
丁
寧
な
説
明
に
あ
て
て
い
る
。

社
会
科
に
対
し
て
は
同
質
故
に
内
容
よ
り
も
そ
の
正
当
性
の
根
拠

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
系
譜
を
詳
細
に
の
べ
る
。
理
科
に
対
し
て

は
異
質
放
に
内
容
の
詳
細
な
説
明
が
求
め
ら
れ
る
。
と
い
う
わ
け
で

あ
ろ
う
か
1

で
の
自
然
認
識
の
特
性
を
紹
介
す
る
こ
と
か
ら
・
、
「
自
然
認
識
の
芽

を
育
て
る
」
と
い
う
生
活
科
の
視
点
を
、
「
自
然
科
学
入
門
期
」
と

し
て
の
低
学
年
教
育
と
い
う
視
点
か
ら
問
題
視
。
「
自
然
は
最
高
の

教
科
書
」
と
い
う
コ
ト
パ
に
則
っ
た
こ
れ
ま
で
の
実
麗
に
学
び
つ
つ

「
自
然
に
は
た
ら
き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
『
自
然
認
識
』
は

深
ま
る
:
:
:
そ
こ
に
固
執
し
て
、
よ
り
豊
か
な
、
楽
し
い
授
業
を
」

と
主
聾
す
る
。

生
活
科
は
「
自
然
科
学
の
原
点
」
と
し
て
「
自
然
科
学
入
門
期
」

に
あ
る
低
学
年
の
教
育
に
相
応
し
い
の
か
。
こ
れ
が
批
判
の
論
点
で

あ
ろ
う
。

⑤
の
河
本
は
小
学
校
教
師
。
現
行
理
科
の
経
験
・
直
接
経
験
と
生

活
科
の
体
験
・
直
接
体
験
と
い
う
言
葉
の
相
違
に
焦
点
を
あ
て
「
底

を
流
れ
る
思
想
が
違
う
気
が
す
る
」
と
の
視
点
か
ら
生
活
科
は
理
科

と
は
「
別
の
も
の
に
な
っ
て
い
き
そ
う
だ
」
と
指
摘
。
さ
ら
に
「
自

然
認
識
の
芽
を
育
て
る
体
験
」
を
具
体
化
す
る
た
め
の
支
持
・
発
問

の
実
例
と
し
て
、
「
空
気
の
発
見
」
に
つ
い
て
の
こ
ど
も
の
日
記
、

向
山
洋
一
の
「
空
気
で
っ
ぽ
う
」
で
の
指
示
、
自
身
の
「
土
と
砂
」

の
指
示
等
を
示
し
つ
つ
、
「
砂
場
で
は
ど
ん
な
ル

l
ル
を
守
っ
て
遊

べ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
」
と
い
う
例
に
よ
り
「
生
活
科
で
の
指
示
・
発

聞
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
」
と
問
題
提
起
で
結
ぷ
。

こ
こ
で
の
疑
問
は
、
生
活
科
と
い
う
よ
り
社
会
科
的
な
単
元
に
対

す
る
指
示
・
発
問
の
あ
り
方
、
あ
る
い
は
授
業
構
成
へ
の
と
ま
ど
い

さ
て
、
奥
井
の
論
考
に
続
く
特
集
は
「
『
生
活
科
』
創
設
の
ね
ら

い
は
ど
こ
か
」
。
七
人
の
論
考
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
社
会
科
と
同

様
に
題
と
著
者
を
次
に
あ
げ
る
。
(
番
号
は
筆
者
)

①
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
の
研
究
が
焦
点
に
」
根
本
和
成

②
「
新
教
科
「
生
活
科
』
の
シ
ル
エ
ッ
ト
」
日
下
義
朗

③
「
地
域
に
立
脚
し
た
体
験
活
動
の
広
が
り
と
充
実
を
」
野
々
村
雅

美

④
「
自
然
科
学
教
育
の
原
点
の
消
失
に
な
ら
な
い
か
」
楠
田
純
一

⑤
「
理
科
と
生
活
科
は
完
全
に
分
離
す
る
」
河
本
望

⑥
「
『
生
活
科
』
構
想
へ
の
期
待
と
危
倶
」
斉
藤
有
厚

⑦
「
『
自
然
の
観
察
』
の
遺
産
を
ど
う
く
み
と
る
か
」
=
一
石
初
誰

一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
社
会
科
と
異
な
り
批
判
的
な
ト
l
ン
は

低
い
。
@
楠
田
、
⑤
河
本
、
⑥
斉
藤
の
表
題
に
や
や
批
判
的
な
意
味

を
読
み
取
れ
る
が
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
具
体
的
に
み
て
み
た
い
。

@
の
楠
田
の
論
点
。
中
学
校
教
師
で
あ
る
楠
田
は
、
初
め
に
「
義

務
教
育
9
年
間
の
『
自
然
科
学
教
育
」
の
土
台
を
根
本
か
ら
問
い
返

そ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
問
題
提
起
。
次
い
で
小
学
校

教
師
の
話
と
し
て
「
『
し
つ
け
』
教
育
が
先
行
し
て
い
な
い
か
」
と

の
危
慎
を
紹
介
す
る
が
、
「
直
接
的
に
理
科
と
関
係
し
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
大
切
な
指
摘
で
あ
る
と
思
う
」
と
記
す
の
み
。
関
心
の
中

心
は
あ
く
ま
で
「
自
然
盟
主
と
し
て
の
「
自
然
認
識
」
の
教
育
。

自
身
の
中
学
校
理
科
の
実
践
や
子
ど
も
(
小
て
三
)
の
生
活
の
中
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と
と
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
「
ル
l
ル
」
と
い
う
点
に
道
徳
科
的
色

彩
を
危
倶
す
る
論
点
か
ら
の
指
摘
と
も
思
え
る
が
、
こ
の
程
度
の
内

容
は
現
行
の
社
会
科
単
元
で
や
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い

は
こ
こ
で
の
差
は
理
科
的
な
知
識
・
認
識
と
社
会
科
的
な
知
識
・
認

識
の
違
い
に
よ
り
説
明
で
き
る
と
い
え
ま
い
か
。
す
な
わ
ち
、
人
と

人
の
聞
に
作
ら
れ
た
関
係
や
人
の
行
為
と
の
関
わ
り
で
商
事
象
の
意
味

を
捉
え
る
学
習
と
、
人
と
の
関
係
を
括
弧
に
い
れ
た
事
象
そ
れ
自
体

の
特
性
の
認
知
を
目
的
と
す
る
学
習
と
の
質
的
な
相
違
で
あ
る
。

⑥
の
斉
藤
は
生
活
科
へ
の
期
待
を
「
総
合
学
習
活
動
の
場
が
学
校

全
体
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
」
と
し
て
、
そ
の

実
践
の
た
め
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
の
指
針
や
課
題
を
六
項
目
に
渡
り

提
示
。
他
方
、
危
倶
と
し
て
は
「
児
童
の
自
然
認
識
及
び
自
然
を
探

求
す
る
能
力
(
観
察
、
実
験
等
)
の
低
下
」
を
あ
げ
、
自
然
認
識
の

芽
を
育
て
る
こ
と
の
難
し
さ
と
問
題
点
を
具
体
的
な
単
元
例
に
よ
り

提
起
す
る
。
し
か
し
最
後
に
、
生
活
科
の
導
入
は
現
行
の
理
科
に
は

負
の
働
き
の
面
も
あ
る
が
、
そ
の
体
験
重
視
に
よ
り
知
識
詰
め
込
み

で
は
な
い
「
量
か
ら
質
へ
転
換
す
る
理
科
教
育
」
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

や
は
り
④
の
楠
田
と
同
様
に
生
活
科
が
「
自
然
認
識
の
芽
」
を
育

て
う
る
の
か
と
い
う
点
が
批
判
の
中
心
で
あ
る
。
し
か
し
、
楠
田
が

従
来
の
す
ぐ
れ
た
実
践
と
い
う
意
味
で
は
あ
る
が
低
学
年
理
科
に
固

執
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
の
に
対
し
斉
藤
は
む
し
ろ
現
行
理
科
の
改
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良
へ
の
糸
口
と
し
て
生
活
科
を
位
置
づ
け
て
い
る
よ
う
だ
。

以
上
、
批
判
的
と
思
わ
れ
た
三
租
の
論
考
の
内
容
を
把
握
し
て
き

た
が
、
「
自
然
科
学
教
育
体
系
」
の
ゆ
ら
ぎ
へ
の
危
倶
と
社
会
科
的

内
容
を
理
科
的
視
点
か
ら
捉
え
る
場
合
の
戸
惑
い
、
の
二
点
に
要
約

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

で
は
他
の
①
、
②
、
③
、
・
⑦
の
論
点
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

先
ず
①
の
根
本
は
、
低
学
年
理
科
の
現
状
の
問
題
を
認
め
つ
つ
も

自
然
に
閲
す
る
教
育
の
世
界
的
な
動
向
を
論
じ
つ
つ
そ
の
必
要
性
を

主
張
。
次
い
で
、
「
生
活
科
に
お
い
て
理
科
の
学
習
は
可
能
で
あ
ろ

う
か
」
と
聞
い
、
同
じ
教
材
を
あ
つ
か
っ
て
も
「
生
活
科
の
も
つ
人

間
性
・
社
会
性
の
育
成
は
、
理
科
に
お
い
て
行
う
場
合
と
は
事
情
を

異
に
す
る
」
と
し
て
、
「
結
果
的
に
は
か
な
り
異
な
っ
た
自
然
観
を

も
っ
」
と
す
る
。
但
し
、
低
学
年
自
然
教
育
の
目
的
で
あ
る
「
自
然

に
対
す
る
興
味
」
「
自
然
を
愛
護
す
る
気
持
ち
」
が
育
た
な
い
わ
け

で
は
な
く
、
問
題
は
「
教
材
の
選
び
方
」
で
あ
る
こ
と
を
付
記
。
さ

ら
に
「
生
活
科
で
後
退
す
る
理
科
の
学
習
活
動
」
を
具
体
的
な
教
材

を
あ
げ
な
が
ら
そ
の
学
習
効
果
に
対
す
る
論
議
も
含
め
て
整
理
。

「
科
学
的
な
考
察
力
の
芽
生
え
さ
せ
る
時
期
」
に
お
け
る
「
ひ
た
す

ら
観
察
し
、
自
分
で
気
づ
い
て
感
激
す
る
」
と
の
反
応
が
、
「
生
活

科
が
統
一
し
た
目
標
を
も
つ
ほ
ど
、
後
退
せ
ざ
る
を
え
な
い
」
こ
と

を
指
摘
。
中
学
生
以
上
の
理
科
の
教
材
構
成
や
指
導
法
の
再
検
討
を

提
言
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
方
で
、
合
科
乙
の
関
係
に
お
い
て

「
あ
ま
り
生
活
中
心
に
な
ら
ず
に
、
各
教
材
の
も
つ
教
科
の
目
標
を

少
し
ず
つ
お
り
ま
ぜ
、
中
学
年
以
上
の
学
習
に
発
展
的
に
つ
な
が
る

よ
う
な
指
導
」
へ
の
期
待
と
、
他
方
で
「
小
学
校
の
活
動
の
初
め
に

自
然
の
世
界
を
見
つ
め
、
篤
き
や
疑
問
を
も
つ
よ
う
な
学
習
活
動
」

の
必
要
性
を
強
調
し
て
結
ん
で
い
る
。

生
活
科
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
前
提
に
従
来
の
理
科
教
育
の
目
標

を
い
か
に
発
展
さ
せ
る
か
に
重
き
を
お
い
た
論
考
と
い
え
よ
う
。

②
の
日
下
は
同
様
の
観
点
か
ら
詳
細
に
教
課
審
の
「
中
間
ま
と

め
」
を
検
討
。
特
に
幼
小
の
連
携
に
言
及
し
そ
れ
を
踏
ま
え
た
学
習

活
動
の
必
要
性
を
指
摘
。
最
後
に
生
活
科
実
践
へ
の
課
題
と
し
て

「
学
習
の
場
と
し
て
の
環
境
づ
く
り
」
「
弾
力
の
あ
る
学
習
時
間
」

「
能
力
・
態
度
の
評
価
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

ほ
ぽ
、
「
中
閉
ま
と
め
」
に
そ
っ
た
論
点
と
い
え
よ
う
。

③
の
野
々
村
は
「
生
活
科
」
を
実
践
者
の
立
場
か
ら
積
極
的
に
と

ら
え
、
「
子
ど
も
の
生
活
の
今
日
的
状
況
を
再
度
見
直
す
」
「
子
ど
も

と
生
活
と
地
域
と
の
力
動
的
な
ま
と
ま
り
を
つ
く
る
」
と
い
う
観
点

か
ら
、
生
活
科
実
施
へ
の
課
題
を
具
体
的
に
提
起
。
特
に
、
広
大
附

属
三
原
小
児
童
七
五
名
対
象
の
調
査
を
も
と
に
「
子
ど
も
の
生
活
実

態
を
基
に
、
身
近
な
社
会
、
自
然
の
学
習
の
対
象
と
す
る
」
「
体
験

的
な
活
動
を
通
し
て
豊
か
な
表
現
力
を
育
て
る
」
「
季
節
に
対
す
る

鋭
い
感
覚
を
育
て
る
」
「
共
同
性
、
共
感
性
を
育
て
る
」
の
四
点
か

ら
論
識
を
進
め
る
。
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八
七
年
一
月
と
い
う
時
点
で
既
に
い
か
に
実
践
す
る
か
に
論
点
は

絞
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

最
後
に
⑦
の
三
石
は
、
初
め
に
「
道
徳
的
心
情
の
強
調
と
『
知
育

偏
重
』
論
的
現
状
把
握
」
と
題
し
「
改
定
の
視
点
」
を
確
認
。
そ
の

上
で
、
「
自
然
認
識
に
限
っ
て
教
育
内
容
と
方
法
の
点
か
ら
生
活
科

構
想
を
み
る
」
と
の
立
場
か
ら
、
「
自
然
認
識
の
肱
行
性
増
長
へ
の

危
倶
|
自
然
の
構
造
を
反
映
す
る
こ
と
の
必
要
性
」
「
対
象
の
本
質

に
せ
ま
る
事
実
認
識
の
蓄
積
の
必
要
性
」
「
自
然
観
察
と
自
然
『
愛

護
』
と
の
こ
元
化
へ
の
危
倶
」
と
い
う
三
つ
の
題
名
に
従
っ
て
論
じ

る
。
そ
し
て
、
「
自
然
の
中
で
半
日
遊
ば
せ
、
飼
育
・
栽
培
を
し
玩

具
を
つ
く
っ
た
り
す
る
」
と
し
た
低
学
年
理
科
設
置
時
二
九
四
一

年
)
の
『
自
然
の
観
察
』
(
国
民
学
校
低
学
年
理
科
教
師
用
書
)
の

遺
産
を
ど
う
く
み
と
る
か
が
と
わ
れ
て
い
る
と
結
ぶ
。

改
定
の
視
点
を
道
徳
化
と
捉
え
つ
つ
も
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、

そ
の
中
で
ど
う
い
う
課
題
が
生
じ
る
か
を
、
あ
く
ま
で
自
然
認
識
の

教
育
と
科
学
的
認
知
の
成
立
の
問
題
に
限
定
す
る
立
場
か
ら
明
示
す

る
こ
と
に
自
己
の
論
点
を
限
定
し
て
い
る
。
多
分
社
会
科
で
は
こ
の

よ
う
な
文
脈
で
国
民
学
校
の
教
師
用
曹
を
提
示
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
ろ
う
。

ど
う
も
理
科
教
育
に
と
っ
て
の
課
題
は
、
生
活
科
実
施
後
に
お
け

る
自
然
認
識
の
教
育
あ
る
い
は
自
然
科
学
教
育
の
体
系
の
維
持
に
論

点
は
集
中
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
生
活
科
の
イ
メ
ー
ジ
も

そ
の
多
く
は
社
会
科
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の
よ
り
社
会
科
的
と
い
っ

た
方
が
正
確
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
、
社
会
科
で
は
社
会
科
教
育
論
自
体
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が

あ
る
と
は
言
え
な
い
の
に
対
し
、
理
科
の
場
合
は
自
然
認
識
や
自
然

科
学
と
そ
の
教
育
自
体
に
つ
い
て
は
一
元
的
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得

ら
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
論
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め

理
論
上
の
課
題
と
教
育
実
践
上
の
課
題
と
の
聞
の
連
続
性
が
強
く
研

究
者
と
実
践
者
の
論
点
が
重
な
り
ゃ
す
い
と
い
え
よ
う
。
ハ
ー
ド
な

知
識
構
造
を
も
っ
自
然
箆
子
的
知
識
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
教
科
た
る

所
以
で
あ
ろ
う
。
社
会
科
の
場
合
は
逆
に
研
究
者
と
実
践
者
の
課
題

は
か
な
り
ず
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
結
果
、
理
科
は
教
科
の
立
場
か
ら
生
活
科
の
把
握
を
早
々
と

す
ま
せ
そ
の
焦
点
を
実
践
化
に
合
わ
せ
た
と
い
え
ま
い
か
。

逆
に
、
な
ま
じ
理
科
よ
り
も
社
会
科
の
発
想
に
近
い
故
に
、
そ
の

問
題
も
見
え
る
た
め
か
、
批
判
に
勢
力
を
傾
け
自
己
の
領
域
に
取
り

込
む
の
に
手
間
取
っ
て
い
る
の
が
社
会
科
の
現
状
で
は
な
い
か
。

も
っ
と
も
、
理
科
に
関
し
て
こ
こ
で
検
討
し
た
の
は
僅
か
八
点
。

簡
単
に
結
論
は
出
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
資
料
五
の
「
文
献

目
録
」
で
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
『
理
科
教
育
』
の
特
集
三

冊
を
は
じ
め
、
一
種
の
疑
問
符
が
読
み
取
れ
そ
う
な
論
考
が
ま
と

ま
っ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
全
体
と
し
て
理
科
の
立
場
か

ら
の
論
点
は
上
記
の
七
つ
の
論
稿
で
代
表
で
き
る
と
判
断
し
た
。
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な
お
、
八
七
年
三
月
号
『
理
科
教
室
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
『
生
活

科
』
は
道
徳
科
で
あ
る
」
(
河
端
向
子
)
と
の
題
名
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
、
社
会
科
と
同
様
に
厳
し
く
批
判
す
る
視
点
は
理
科
に
も
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
批
判
の
根
拠
自
体
は
、
次
に
示
す
片
岡
武
の

「
「
生
活
科
』
を
検
討
す
る
低
学
年
の
子
ら
と
学
び
あ
っ
た
こ
と
」

(
『
理
科
教
育
』
八
六
年
一
二
月
号
)
の
一
文
に
見
る
よ
う
に
、
む
し

ろ
古
典
的
な
科
学
教
育
の
一
元
化
に
よ
る
社
会
科
批
判
と
同
様
の
構

造
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
、
生
活
科
批
判
固
有
の
論
点
と
し
て
は
あ

え
て
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。

「
生
活
科
で
も
理
科
的
な
要
素
は
盛
り
込
む
と
い
う
。
:
・
・
:
そ
の
内

容
た
る
や
、
お
も
ち
ゃ
作
り
、
飼
育
・
栽
培
活
動
、
:
:
:
こ
れ
で
は

科
学
の
系
統
性
や
歴
史
的
な
積
み
上
げ
を
無
視
し
て
・
・
:
:
経
験
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
立
つ
理
科
教
育
の
克
服
に
は
な
ら
な
い
。
」

さ
て
、
本
来
な
ら
ば
次
に
合
科
や
総
合
の
立
場
か
ら
の
論
点
を
提

示
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
既
に
予
定
の
枚
数
を
大
幅
に
超
過

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
教
科
か
ら
の
生
活
科
論
は
理
科

と
社
会
科
の
立
場
に
止
め
、
稿
を
改
め
た
い
。

生
活
科
論
の
課
題

本
来
な
ら
ば
、
こ
こ
で
は
教
科
の
立
場
の
論
点
と
は
別
に
、
生
活

科
実
施
に
向
け
て
の
教
師
の
あ
り
方
や
管
理
職
の
課
題
、
あ
る
い
は

行
政
の
対
応
の
仕
方
等
、
各
種
条
件
整
備
に
係
わ
る
論
議
の
傾
向
や

進
行
度
を
サ
ー
ベ
イ
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
前
節
宋
に
も

述
べ
た
よ
う
に
予
定
の
枚
数
を
大
幅
に
超
過
。
詳
論
す
る
余
裕
が
な

い
。
加
え
て
、
私
の
見
る
限
り
、
今
回
の
調
査
対
象
の
雑
誌
論
考
で

は
、
詳
論
す
る
情
報
自
体
が
乏
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

例
え
ば
、
校
長
が
自
枝
の
方
針
を

-
1一
一
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
る
特

集
は
少
な
く
な
い
。
そ
の
典
型
が
『
学
校
運
営
研
究
』
の
八
八
年
八

月
号
の
「
『
生
活
科
』
に
む
け
て
の
経
営
課
題
は
ど
こ
か
」
で
あ
る
。

同
趣
旨
の
学
校
管
理
者
に
よ
る
論
考
は
『
小
学
校
教
育
」
に
も
よ
く

見
ら
れ
る
。
だ
が
、
い
ず
れ
も
個
々
の
校
長
の
観
点
を
中
心
に
述
べ

ら
れ
た
も
の
。
ま
し
て
、
文
部
省
や
地
方
教
育
行
政
の
あ
り
方
に
つ

い
て
判
断
す
る
情
報
も
論
議
も
見
出
し
え
な
か
っ
た
。
学
習
指
導
要

領
告
示
後
の
今
か
ら
始
ま
る
の
か
。
あ
る
い
は
本
来
公
開
さ
れ
な
い

も
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
今
後
の
生
活
科
論
に
閲
す
る
課
題
を
私
自
身

の
生
活
科
論
に
基
づ
き
列
記
す
る
こ
と
で
ト
レ
ン
ド
分
析
の
一
応
の

結
び
と
し
た
い
。
な
お
、
そ
の
大
部
分
は
本
誌
に
も
掲
載
さ
れ
て
い

る
静
岡
大
学
教
育
学
部
附
属
浜
松
小
学
校
の
統
合
活
動
に
四
年
前
か

ら
関
わ
り
、
子
ど
も
逮
と
と
も
に
羊
と
格
闘
す
る
附
小
の
先
生
方
に

教
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。
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子
ど
も
の
生
活
の
実
態
を
把
握
す
る
方
法
の
論
議
を

生
活
科
の
生
活
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
子
ど
も
の
生
活
で
あ
る
。

と
私
は
理
解
し
今
回
の
調
査
に
臨
ん
だ
。
し
か
し
、
実
際
に
今
生
き

て
目
の
前
に
い
る
子
ど
も
の
生
活
を
捉
え
る
と
こ
ろ
か
ら
出
発
す
る

生
活
科
論
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

例
え
ぽ
、
生
活
科
新
設
の
背
景
と
し
て
子
ど
も
の
基
本
的
生
活
習

慣
や
技
能
の
学
習
の
遅
れ
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
根
拠
と
し
て
文
部
省

に
よ
る
最
近
の
全
国
調
査
の
結
果
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し

か
し
、
実
際
に
質
問
紙
調
査
を
経
験
し
た
者
な
ら
理
解
で
き
る
と
思

う
が
、
全
国
規
模
で
行
う
調
査
結
果
か
ら
一
定
の
解
釈
を
す
る
と
き

に
切
り
捨
て
る
も
の
が
い
か
に
多
い
か
。
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
基
準
、

質
問
の
ワ
l
デ
ィ
ン
グ
の
妥
当
性
、
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
方
法
、
統
計

処
理
の
方
法
:
:
:
。
そ
し
て
、
デ
l
タ
解
釈
者
自
身
の
バ
イ
ア
ス
。

あ
る
い
は
、
生
活
科
が
活
動
中
心
で
あ
る
根
拠
と
し
て
低
学
年
の

発
達
特
性
が
あ
げ
ら
れ
る
。
だ
が
、
発
達
と
い
う
概
念
は
そ
れ
ほ
ど

確
実
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
四
月
生
ま
れ
の
子
ど
も
と
三
月
生
ま
れ

の
子
ど
も
。
大
都
市
の
中
間
層
の
子
ど
も
と
地
方
農
業
地
域
で
の
兼

業
良
家
の
子
ど
も
。
彼
ら
を
同
じ
発
達
観
点
に
よ
り
判
断
し
て
よ
い

の
か
。ピ

ア
ジ
ェ
の
発
達
の
概
念
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
間
階
級
の
文
化
を
前

提
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
コ
ー
ル
パ

l
ク
の
道
徳
的
な
発
達
課
題
が

欧
米
男
性
社
会
の
基
準
を
前
提
と
し
た
も
の
と
い
う
批
判
を
無
視
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

少
な
く
と
も
、
子
ど
も
に
関
す
る
研
究
は
、
人
類
学
や
社
会
学
や

心
理
学
あ
る
い
は
歴
史
学
の
分
野
で
も
今
回
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ

る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
生
活
科
に
と
っ
て
も
っ
と
も
軍
要
な
こ

と
は
、
そ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
と
り
入
れ
る
こ
と
自
体
で
は
な
い
。

問
題
は
学
校
の
中
に
い
る
姿
で
の
み
判
断
し
が
ち
な
教
師
の
子
ど
も

把
握
の
方
法
を
い
か
に
転
換
さ
せ
る
か
で
あ
る
。
家
庭
、
地
域
、
仲

間
、
あ
る
い
は
マ
ン
ガ
、
テ
レ
ビ
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
:
:
:
と
多
元
的
に

創
造
さ
れ
続
け
る
子
ど
も
の
日
常
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
可
能
な
限
り
損

な
う
こ
と
な
く
再
構
成
し
う
る
方
法
を
い
か
に
体
得
す
る
か
。
こ
れ

が
生
活
科
を
実
践
で
き
る
教
師
の
第
一
条
件
と
考
え
る
。

全
国
の
生
活
科
実
践
の
レ
ポ
ー
ト
に
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
の
報

告
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

2 

授
諜
研
究
の
立
体
化
と
情
報
本
血
慢
の
手
段
と
喝
の
金
冗
化
を

生
活
科
は
活
動
を
中
心
と
す
る
教
科
で
あ
る
。
従
っ
て
、
子
ど
も

違
の
活
動
す
る
姿
を
想
定
し
た
指
導
計
画
が
た
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
子
ど
も
違
が
ど
の
よ
う
に
助
き
、
教
師
は
ど
こ
に
控
え
る

か
。
活
動
の
変
化
に
応
じ
て
机
や
精
子
を
ど
こ
に
持
っ
て
い
く
か
。

教
室
外
や
学
校
外
で
の
子
ど
も
の
活
動
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る

か
。
さ
ら
に
、
活
動
の
延
長
に
よ
る
時
間
の
配
分
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

な
扱
い
、
雨
の
場
合
の
変
化
・
:
:
、

通
常
、
指
導
案
は
、
①
教
師
の
行
為
、
②
子
供
の
活
動
、
③
留
意
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点
を
基
本
形
と
し
て
、
文
字
を
中
心
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
教
え
る

内
容
が
前
も
っ
て
決
め
ら
れ
、
四
五
分
の
時
間
枠
と
教
室
・
机
・
椅

子
・
教
壇
・
黒
板
を
固
定
す
る
構
造
で
実
施
さ
れ
る
授
業
の
場
合
は

そ
れ
で
よ
い
で
あ
ろ
う
。
変
化
す
る
の
は
教
師
の
発
言
(
指
示
・
発

問
?
)
と
子
ど
も
の
反
応
。
い
ず
れ
も
雷
葉
が
中
心
で
あ
る
か
ら
。

し
か
し
、
活
動
が
中
心
に
な
る
と
そ
う
は
い
か
な
い
。
言
葉
で
は

な
く
体
が
動
く
。
体
が
動
け
ば
学
習
の
場
も
動
く
。
学
習
の
場
が
動

け
ば
教
室
に
よ
り
隔
離
し
た
は
ず
の
樺
々
な
社
会
的
自
然
的
条
件
が

不
確
定
要
因
と
し
て
入
っ
て
く
る
。
言
語
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も

簡
単
に
で
き
な
く
な
る
。
逆
に
音
や
光
り
や
ノ
ン
パ

l
パ
ル
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
が
新
た
な
教
師
と
子
ど
も
、
子
ど
も
と

子
ど
も
の
聞
を
結
ぶ
要
因
と
し
て
入
っ
て
く
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
全
て
が
変
化
す
る
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ

る
条
件
で
の
授
業
構
成
の
仕
方
や
指
導
案
の
曹
き
方
は
、
当
然
従
来

の
も
の
と
は
異
な
る
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ

が
、
や
は
り
私
の
み
る
限
り
新
し
い
形
式
は
見
出
せ
な
い
。
多
分
工

夫
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
く
、
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
表
現
に
適

さ
な
い
故
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
私
自
身
の
経
験
か
ら
、
従
来
の

指
導
案
で
は
実
践
は
出
来
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
授
業
研
究
の
方
法
に
つ
い
て
も
言
え
る
。

T
(教

師
)
と

C
(子
供
)
の
音
声
と
な
っ
た
言
語
の
み
記
述
す
る
方
法

は
、
や
は
り
既
存
の
教
科
の
記
録
に
は
適
し
て
い
て
も
、
生
活
科
の

記
録
と
し
て
は
役
に
立
た
な
い
と
考
え
る
。
生
活
科
に
と
っ
て
重
要

な
の
は
子
ど
も
の
自
発
的
な
活
動
で
あ
り
、
子
ど
も
の
背
後
に
回
つ

て
の
教
師
の
援
助
と
無
言
で
見
つ
め
る
目
で
あ
る
は
ず
だ
か
ら
。

さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
授
業
実
強
に
相
応
し
い
情
報
交
換
の
方
法

や
場
の
あ
り
方
も
創
造
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
五
分
の
問
、
教
室
の
後
ろ
や
窓
際
か
ら
見
る
研
究
授
業
の
風
景

は
生
活
科
に
そ
ぐ
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
中
質
紙
の
印
刷
物
を
手
掛
か

り
に
口
頭
で
発
表
す
る
形
式
も
再
考
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

あ
る
い
は
、

A
5判
1
3
2
ペ
ー
ジ
の
文
宰
表
現
を
中
心
と
す
る

雑
誌
形
式
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
も
ま
た
再
考
す
べ
き
重

要
な
課
題
で
は
な
い
か
。

四
五
分
・
教
室
・
教
科
:
:
:
と
い
う
枠
を
固
定
す
る
条
件
の
も
と

で
は
「
ネ
タ
」
や
「
法
則
」
を
交
換
す
る
こ
と
の
意
味
は
あ
る
が
、

そ
の
前
提
自
体
を
交
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
、
そ
の
表
現
媒
体

の
あ
り
方
は
自
ず
と
変
わ
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

お4

3 

生
活
科
を
支
え
る
条
件
の
多
面
耐
な
検
討

現
代
の
学
校
は
一
定
の
基
準
で
選
択
さ
れ
た
知
識
に
よ
り
構
成
さ

れ
る
教
科
を
、
一
人
の
教
師
が
で
き
る
だ
け
平
等
に
多
数
の
子
ど
も

達
に
教
え
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
子
ど
も
の
都
合
に
合
わ
せ
て
学
ぶ
に
は
不
適
切
な
制
度
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
生
活
科
は
後
者
の
方
。

あ
る
い
は
、
学
校
教
育
は
全
国
共
通
の
教
育
を
全
国
民
に
保
障
す

る
た
め
に
、
学
校
外
の
条
件
を
意
図
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

に
よ
り
成
立
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
教
育
で
あ
る
。
し
か
し
、
生

活
科
は
こ
れ
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
。
子
ど
も
の
生
活
の
場
、
即

ち
、
学
校
の
外
の
世
界
が
学
習
の
場
だ
か
ら
で
あ
る
。

生
活
科
の
内
容
は
、
学
校
規
模
や
教
師
の
年
令
や
性
別
や
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
の
相
違
、
あ
る
い
は
学
区
の
状
況
や
親
の
職
業
、
幼
稚
園

教
育
の
あ
り
か
た
、
学
校
の
回
り
の
人
遥
の
様
子
な
ど
に
よ
っ
て
千

差
万
別
。
と
い
え
ば
聞
こ
え
が
い
い
が
、
一
人
の
教
師
の
み
で
担
う

に
は
あ
ま
り
に
も
負
担
の
大
き
い
教
科
で
あ
る
。
原
理
的
に
不
可
能

と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

「
隣
の
ク
ラ
ス
の
活
動
の
声
で
算
数
の
授
業
に
な
ら
な
い
」
「
元
気

は
い
い
が
積
み
残
し
が
あ
っ
て
三
年
の
授
業
が
や
り
に
く
く
て
困

る
」
「
外
に
で
る
時
は
き
ち
っ
と
半
月
前
に
計
画
を
だ
し
許
可
を
と

る
よ
う
に
」
「
み
だ
り
に
部
外
者
が
出
入
り
し
な
い
よ
う
注
意
し
な

さ
い
」
「
父
兄
が
黙
っ
て
信
頼
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、
教

師
は
一
人
前
」
:
:
:
。
い
ず
れ
も
生
活
科
の
実
践
を
す
る
た
め
に

は
、
い
っ
て
は
な
ら
な
い
言
葉
で
あ
る
。

生
活
科
は
学
年
内
、
学
年
聞
の
教
師
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
自
由
に
な
さ
れ
な
い
と
成
立
し
な
い
。
活
動
と
い
う
名
の
演
技

を
強
い
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
科
を
「
し
つ
け
科
」
に
し
て
し
ま
う

の
は
文
部
省
で
も
教
育
委
員
会
で
も
な
く
教
室
王
国
と
管
理
職
の
事

な
か
れ
主
義
と
形
式
主
義
で
あ
る
と
考
え
る
。

も
ち
ろ
ん
事
故
が
あ
っ
て
も
い
い
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

子
ど
も
が
と
び
だ
し
て
も
、
あ
る
い
は
い
つ
探
検
に
で
か
け
て
も
地

域
の
人
達
の
目
が
守
っ
て
く
れ
る
人
間
関
係
。
お
庖
に
い
け
ば
お
ば

さ
ん
が
先
生
に
な
っ
て
く
れ
、
教
室
の
中
で
ソ
パ
屋
の
お
じ
さ
ん
が

実
演
し
て
く
れ
る
気
安
さ
。
こ
の
よ
う
な
生
活
科
支
援
グ
ル
ー
プ
と

も
い
う
べ
き
人
間
関
係
と
地
域
づ
く
り
こ
そ
管
理
職
の
仕
事
。

担
任
へ
の
両
親
の
口
出
し
こ
そ
歓
迎
す
べ
き
で
あ
り
、
口
を
出
す

以
上
は
手
も
出
し
な
さ
い
で
あ
る
。
刈
り
取
っ
た
羊
の
毛
を
さ
ら
し

糸
に
巻
き
取
り
染
め
る
技
術
は
お
祖
父
ち
ゃ
ん
に
教
わ
っ
た
。
そ
の

糸
で
ベ
ス
ト
を
織
っ
た
ミ
ニ
織
機
は
お
父
さ
ん
の
日
曜
大
工
の
作

品
。
収
種
し
た
小
麦
を
コ
ー
ヒ
ー
ミ
ル
で
粉
に
す
る
知
恵
は
お
母
さ

ん
か
ら
。
そ
し
て
う
ど
ん
に
す
る
方
法
は
お
聾
ち
ゃ
ん
に
。
い
ず
れ

も
浜
松
小
学
校
で
の
実
例
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
条
件
づ
く
り
の
方
法
に
関
す
る
研
究
と
と

も
に
、
多
様
な
条
件
の
も
と
で
の
生
活
科
の
モ
デ
ル
を
メ
ニ
ュ
ー
化

し
、
自
由
に
交
換
で
き
る
方
法
も
ま
た
開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
。
そ
れ
が
で
き
な
げ
れ
ば
、
生
活
科
は
一
部
の
ス
タ
ッ
フ

の
そ
ろ
っ
た
学
校
し
か
で
き
な
い
実
践
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
。

全
国
版
の
教
科
書
や
普
遍
的
で
あ
る
故
に
役
立
た
な
い
法
則
や
ネ

タ
で
は
な
く
、
学
校
、
教
師
、
父
母
、
学
区
、
幼
稚
園
、
学
校
の
回

り
の
人
達
:
:
:
そ
れ
ら
の
遭
い
に
よ
る
生
活
科
の
組
み
方
が
ト
l
タ
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ル
に
記
録
さ
れ
た
も
の
こ
そ
生
活
科
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
。
勿
論

そ
れ
を
そ
っ
く
り
ま
ね
る
た
め
で
は
な
く
、
独
自
の
生
活
科
実
践
の

ヒ
ン
ト
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
ヒ
ン
ト
で
あ
る
以
上
そ
の
利
用
の
仕

方
は
利
用
者
の
側
の
主
体
性
に
垂
ね
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
活
動

の
前
提
に
あ
る
条
件
を
含
め
て
把
握
し
な
け
れ
ば
誤
っ
て
理
解
す
る

可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。

五
十
万
人
都
市
の
エ
ス
タ
プ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
の
子
弟
が
集
ま
っ

た
浜
松
小
学
校
で
羊
を
飼
っ
た
理
由
の
一
つ
は
絵
本
の
羊
と
自
分
の

着
て
い
る
ベ
ス
ト
が
ど
う
し
て
も
一
緒
の
も
の
と
は
思
え
な
い
子
ど

も
の
心
に
先
生
方
が
気
付
い
た
か
ら
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
な
ら
実

際
に
工
程
を
み
せ
れ
ば
い
い
。
そ
れ
を
低
学
年
に
は
大
型
動
物
は
無

理
と
の
先
輩
の
中
主
ロ
を
無
視
し
て
子
ど
も
逮
と
と
も
に
羊
を
育
て
る

こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
に
先
生
方
が
踏
み
切
っ
た
の
は
、
恵
ま
れ
た

条
件
の
下
で
専
業
主
婦
の
母
親
に
大
事
に
育
て
ら
れ
て
き
た
子
ど
も

違
に
自
分
た
ち
で
は
対
処
で
き
な
い
理
不
尽
な
世
界
が
あ
る
こ
と
を

教
え
た
か
っ
た
た
め
。
だ
が
、
糞
ま
み
れ
に
な
っ
て
羊
に
押
し
つ
ぶ

さ
れ
、
草
を
求
め
て
学
校
の
回
勺
を
う
ろ
つ
く
こ
と
は
附
属
の
子
ど

も
だ
か
ら
必
要
な
こ
と
。
茶
畑
の
真
ん
中
に
育
っ
た
子
ど
も
に
は
別

の
課
題
が
あ
る
は
ず
。
そ
の
意
味
で
、
子
ど
も
違
を
主
体
に
教
師
と

親
と
近
所
の
人
達
が
一
体
に
な
っ
て
自
分
た
ち
独
自
の
活
動
を
産
み

出
し
た
と
き
、
生
活
科
は
一
つ
の
段
階
を
越
え
た
と
い
え
る
の
で
は

な
い
か
。

4 
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最
後
に
以
上
の
課
題
は
全
て
研
究
室
や
文
部
省
の
中
で
は
な
く
、

日
々
の
現
場
で
の
実
践
の
中
で
創
造
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強

調
し
て
お
き
た
い
。

問
題
は
教
育
論
の
正
当
性
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
か
つ
て
な
い
豊

さ
の
中
で
、
だ
れ
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
世
界
を
自
己
形
成
の
場

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
今
日
の
子
ど
も
逮
と
そ
の
生
活
の
再
構
成

の
方
法
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
戦
前
の
生
活
論
や
近
代
教
育
の
系
譜

の
前
に
、
そ
の
近
代
自
体
が
産
み
出
し
た
世
界
の
意
味
を
人
間
形
成

の
条
件
と
の
関
係
に
お
い
て
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

そ
の
た
め
に
必
要
な
の
は
子
ど
も
違
の
世
界
そ
の
も
の
に
い
か
に

入
り
込
め
る
か
。
答
え
は
書
物
で
は
な
く
今
い
き
る
子
ど
も
逮
の
生

活
の
中
に
し
か
な
い
と
考
え
る
か
ら
。
な
ぜ
な
ら
、
だ
れ
も
経
験
し

て
こ
な
か
っ
た
以
上
、
経
験
し
て
い
る
本
人
に
教
わ
る
し
か
な
い
か

ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
教
育
実
践
と
い
う
意
味
で
も
お
な
じ
。

理
念
を
提
起
す
る
時
点
で
は
と
も
か
く
、
実
践
方
法
を
模
索
す
る

段
階
で
は
現
場
の
蓄
積
に
学
ぷ
以
外
に
な
い
。
子
ど
も
の
生
活
を
子

ど
も
自
身
や
そ
の
背
後
に
い
る
親
の
行
動
か
ら
学
び
取
る
力
が
生
活

科
を
実
践
し
う
る
教
師
の
条
件
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
研
究
者
や
行

政
は
そ
の
あ
る
べ
き
方
向
を
教
師
の
実
践
の
中
に
学
び
取
る
カ
を

持
っ
た
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
関
係
は
従
来
の
組
織
的
に
は
上
意
下
達
で
、
文
化
的

に
は
東
京
か
ら
各
県
へ
、
そ
し
て
男
中
心
に
な
さ
れ
る
限
り
成
立
し

え
な
い
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
論
議
で
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。

地
域
に
即
し
た
自
由
な
教
育
を
、
中
央
か
ら
文
部
省
や
東
京
の
学

者
が
主
導
す
る
と
い
う
初
期
社
会
科
の
失
敗
を
二
度
と
繰
り
返
し
て

は
な
ら
な
い
。
重
要
な
の
は
今
い
き
て
い
る
子
ど
も
の
生
活
で
あ

る
。
学
者
の
理
論
も
文
部
省
や
教
育
委
員
会
の
施
策
も
教
師
の
実
践

も
そ
の
た
め
の
手
段
で
あ
る
こ
と
に
は
か
わ
り
な
い
こ
と
を
再
度
強

調
し
て
生
活
科
論
ト
レ
ン
ド
分
析
の
一
回
目
を
終
わ
り
た
い
。

〈注
v

以
上
「
生
活
科
」
に
関
す
る
論
文
は
、
い
ず
れ
も
本
誌
の
「
資
料
五

生
活
科
に
関
す
る
文
献
目
録
ニ
論
文
」
と
し
て
掲
餓
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
改
め
て
こ
の
文
献
の
周
査
・
収
姶
の
基
蛾
と
方
法
な
ら
び
に

ト
レ
ン
ド
分
析
の
観
点
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

文
献
の
問
責
・
収
鎗
の
益
泡
と
方
法

文
献
の
調
査
・
収
拾
は
筑
波
大
学
大
学
院
楠
博
士
課
程
の
木
村
勝
彦
氏
と

木
村
健
一
郎
氏
を
中
心
に
、
筑
波
大
学
人
間
学
類
四
年
梅
原
さ
ゆ
り
さ

ん
、
神
山
知
子
さ
ん
、
静
岡
大
学
教
育
学
部
三
年
岩
井
明
美
さ
ん
の
協
力

を
得
て
、
次
の
よ
う
な
手
順
で
作
業
を
進
め
た
。

①
『
教
育
図
書
総
回
線
』
{
教
育
図
曲
目
総
目
録
刊
行
会
)
よ
り
調
査
緩

誌
の
基
本
リ
ス
ト
を
作
成
。

②
加
え
て
、
新
た
に
出
版
さ
れ
た
も
の
等
、
必
要
と
恩
わ
れ
る
教
育
関

係
の
雑
誌
を
リ
ス
ト
に
付
加
。

③
調
査
対
象
縫
誌
の
期
間
・
・
一
九
八
五
年
一
月
号
1
一
九
八
九
年
三
月

号④
調
査
方
法
・
・
該
当
期
間
の
縫
誌
の
目
次
に
よ
り

山
別
表
題
の
中
に
「
生
活
科
」
の
文
字
が
入
っ
て
い
る
こ
と

仰
著
者
が
符
定
で
さ
る
こ
と
。

会
基
湘
中
に
検
索

⑤
縫
誌
は
筑
波
大
学
中
央
図
魯
館
と
同
教
育
学
系
図
書
室
な
ら
び
に
図

立
教
育
研
究
所
と
都
立
教
育
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
を

使
用
。

な
お
、
当
初
は
教
育
関
係
と
い
う
続
念
を
か
な
り
広
く
と
り
、
各
組
総

合
月
間
縫
誌
、
主
要
週
刊
誌
、
教
育
学
・
心
理
学
関
係
を
中
心
と
す
る
学

術
学
会
発
行
の
雑
誌
、
教
育
関
係
新
聞
、
朝
日
・
毎
日
・
読
売
新
聞
等
も

視
野
に
入
れ
調
査
し
た
。
し
か
し
、
報
道
記
事
や
学
習
指
導
要
領
改
訂
全

体
に
閲
す
る
論
評
等
は
数
多
く
見
ら
れ
た
が
、
上
記
の
③
の
基
織
に
適
う

鎗
文
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
調
査
途
中
か
ら
倹
索

雄
総
リ
ス
ト
を
修
正
し
、
本
誌
二
九
七
ペ
ー
ジ
の
「
凡
例
」
に
記
し
た
文

献
に
限
定
し
た
。

ま
た
、
調
査
期
間
を
一
九
八
五
年
一
月
号
か
ら
一
九
八
五
年
三
月
号
と

し
た
理
由
聞
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
生
活
科
」
は
名
が
仮
称
と
し
て
で
は
あ
る
が
初
め
て
正
式
に
登
局
し
た

の
は
、
一
九
八
六
年
七
月
二
九
臼
に
幽
さ
れ
た
「
小
学
校
低
学
年
の
教
育

に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
、
審
議
の
玄
と
め
」
で
あ
っ
た
。
但
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し
、
低
学
年
社
会
と
理
科
の
統
合
・
改
官
胞
に
関
す
る
誼
識
は
現
行
の
小
学

校
学
習
指
摘
時
要
領
改
訂
時
か
ら
あ
り
、
ま
た
臨
時
教
育
審
議
会
に
お
い
て

も
翻
々
論
議
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
上
記
の
「
審
議
の
ま
と
め
」
に

先
立
っ
て
「
生
活
科
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
確

か
め
る
意
味
も
あ
っ
て
、
約
一
年
間
の
余
裕
を
見
て
、
ス
タ
ー
ト
を
一
九

八
五
年
一
月
と
し
た
。

他
方
、
平
成
元
年
度
の
『
小
学
校
学
習
指
導
要
領
』
が
公
布
さ
れ
た
の

が
三
月
で
あ
る
た
め
、
一
応
、
「
生
活
科
」
誕
生
ま
で
の
ト
レ
ン
ド
と
い

う
窓
味
で
一
九
八
九
年
三
月
で
終
わ
る
こ
と
と
し
た
。

2 

ト
レ
ン
ド
分
析
の
観
点

以
上
の
手
順
に
よ
り
得
た
生
活
科
に
関
す
る
緩
誌
文
献
を
舞
台
と
す
る

四
年
間
の
論
議
の
ト
レ
ン
ド
分
析
を
次
の
四
組
の
観
点
か
ら
進
め
た
。

ω
全
体
の
量
的
な
傾
向

今
回
対
象
と
す
る
生
活
科
に
関
す
る
論
考
は
全
部
で
六
四
九
点
。
形
式

的
に
は
十
数
ペ
ー
ジ
の
論
文
か
ら
四
百
字
に
満
た
な
い
も
の
や
座
談
会
・

シ
ン
ポ
ジ
ュ

l
ム
の
記
録
ま
で
含
ま
れ
て
い
る
。
内
容
も
生
活
科
を
推

進
、
歓
迎
す
る
も
の
か
ら
絶
対
反
対
ま
で
多
租
多
機
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

先
ず
、
六
四
九
の
論
考
を
、
①
梱
何
餓
雑
誌
、
②
発
行
年
月
、
③
作
者
の
踊

性
等
に
よ
り
混
的
に
分
頬
す
る
こ
と
か
ら
、
生
活
科
治
の
全
体
と
し
て
の

傾
向
を
犯
湿
し
た
。

ω
教
科
の
立
場
か
ら
の
捨
点

生
活
科
は
社
会
科
と
理
科
が
合
わ
さ
っ
た
の
で
は
な
く
新
た
な
原
理
に

基
グ
〈
教
剖
初
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
だ
が
、
統
合
か
廃
止
か
は
別
と
し
て
、

生
活
科
が
小
学
校
一
年
時
と
二
年
時
の
社
会
科
と
理
科
に
代
わ
っ
て
設
置

さ
れ
る
教
科
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
否
定
で
き
な
い
。
三
分
の
一
が
改
変

さ
れ
る
小
学
校
の
社
会
科
と
理
科
と
い
う
教
科
に
と
っ
て
生
活
科
の
存
在

は
短
め
て
切
実
な
問
題
と
な
る
。

他
方
、
現
場
の
敏
師
が
生
活
科
に
関
し
て
般
も
知
り
た
い
こ
と
は
従
来

の
社
会
科
や
理
科
と
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
、
と
い
う
点
で
は
な
い

か
。
実
際
に
授
業
を
俄
怨
す
る
上
で
、
先
ず
手
組
問
か
り
と
な
る
の
が
社
会

科
や
理
科
と
の
比
絞
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
生
活
科
治
の
内
容
に
関
す
る
ト
レ
ン
ド
分
析
を
、
「
生
活
斜

と
は
何
か
」
と
い
う
一
般
的
論
議
で
は
な
く
、
社
会
科
と
理
科
そ
れ
ぞ
れ

が
「
生
活
科
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
か
」
と
い
う
観
点
か
ら
始
め
た
い
。

そ
し
て
そ
の
上
で
、
教
科
を
合
わ
せ
る
立
場
(
合
科
)
や
教
科
と
は
異
な

る
立
場
(
統
合
や
総
合
)
か
ら
の
生
活
科
訟
に
目
を
む
け
た
い
。

ω
生
活
科
を
実
施
・
推
進
す
る
立
場
か
ら
の
論
点

生
活
科
は
三
年
後
の
平
成
四
年
四
月
に
は
全
国
で
実
施
さ
れ
る
。
そ
の

た
め
、
既
に
準
備
を
進
め
て
い
る
学
校
も
少
な
く
な
く
、
生
活
科
は
強
か

ら
実
践
の
段
階
に
移
り
つ
つ
あ
る
学
校
も
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
数
は
全
国

二
四
九
八
二
の
小
学
校
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
か
。
全
国
の
大
多
数

の
先
生
方
に
と
っ
て
生
活
科
は
未
だ
雲
を
つ
か
h
U
よ
う
な
穏
し
と
い
っ
て

は
宮
い
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

文
部
省
の
説
明
で
は
、
現
行
の
小
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
も
生

活
科
へ
の
芽
が
既
に
あ
り
、
そ
れ
が
低
学
年
に
お
け
る
内
容
の
取
り
扱
い

と
し
て
記
さ
れ
た
合
科
指
専
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
だ
が
合
科
指
導
を
日
常

的
に
実
施
し
て
い
る
小
学
校
は
少
な
い
。
し
か
し
、
生
活
科
は
全
国
の
小

お8

学
伎
で
必
ず
実
錯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
教
科
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

組
織
的
な
峨
略
・
戦
術
の
問
題
や
各
組
条
件
整
備
等
、
教
育
治
上
の
問
題

以
外
の
課
題
も
含
め
て
生
活
科
論
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
の
意
味
で
国
・
県
・
市
町
村
の
教
育
行
政
、
学

校
、
教
師
:
:
:
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
織
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
課
題
や
方

法
が
提
示
さ
れ
て
い
る
か
。
こ
の
点
に
焦
点
を
合
わ
せ
な
が
ら
生
活
科
自

体
の
課
題
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
い
き
た
い
。

附
私
の
個
人
的
な
生
活
科
論
に
よ
る
バ
イ
ア
ス

上
記

ωt3ω
の
視
点
か
ら
の
分
析
の
前
錦
町
に
次
の
よ
う
な
弘
自
身
の
生

活
科
に
対
す
る
評
価
が
あ
る
こ
と
を
徒
示
し
て
お
き
た
い
。

①
生
活
科
は
社
会
科
と
寝
科
に
代
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
社
会
科
本

来
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
考
え
る
。

②
そ
の
窓
味
で
、
生
活
科
を
今
回
の
学
校
教
育
の
改
叢
の
入
口
と
考

え
る
。

③
従
っ
て
、
生
活
科
を
積
極
的
に
進
め
る
立
鳴
か
ら
分
析
す
る
。

④
但
し
、
そ
れ
は
貸
否
い
ず
れ
に
せ
よ
現
行
の
鎗
識
を
そ
の
ま
ま
認

め
る
わ
け
で
は
な
〈
、
生
活
科
を
笑
絡
す
る
上
で
の
課
題
を
探
る

立
岨
明
か
ら
論
じ
る
。

⑤
私
自
身
の
生
活
科
論
は
本
稿
の
最
後
の
部
分
に
あ
る
。
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